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論
考

日
本
に
お
け
る
『
三
国
志
演
義
』
の
再
話

―
日
中
戦
争
期
の
『
三
国
志
』
ブ
ー
ム
を
中
心
に

箱
崎

緑

一
、
は
じ
め
に

第
二
次
世
界
大
戦
後
の
日
本
に
お
い
て
、
『
三
国
志
演
義
』
再
話
の
決
定
版
と

（
一
）

言
え
る
作
品
は
、
第
一
に
、
吉
川
英
治
『
三
國
志
』
で
あ
ろ
う
。
例
え
ば
、
柴
田

（
二
）

錬
三
郎
は
、
一
九
五
五
年
に
吉
川
版
を
再
話
し
た
際
、
『
三
国
志
演
義
』
で
は
な

く
吉
川
版
を
読
者
に
薦
め
て
お
り
、
こ
の
こ
と
か
ら
も
既
に
一
九
五
〇
年
代
に
は
、

（
三
）

吉
川
版
が
『
三
国
志
演
義
』
再
話
の
決
定
版
に
な
っ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。

（
四
）

こ
の
よ
う
に
、
吉
川
版
は
、
湖
南
文
山
『
通
俗
三
國
志
』
と
並
ん
で
、
日
本
に

（
五
）

お
け
る
『
三
国
志
演
義
』
の
受
容
に
お
い
て
重
要
な
作
品
で
あ
る
が
、
戦
前
に
お

け
る
唯
一
の
再
話
で
は
な
く
、
日
中
戦
争
と
い
う
時
代
の
中
で
、
他
の
再
話
作
品

と
相
前
後
し
な
が
ら
生
ま
れ
た
作
品
で
あ
っ
た
。
吉
川
版
連
載
前
後
、
一
九
三
九

年
か
ら
一
九
四
一
年
の
僅
か
三
年
程
の
間
に
、
残
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
六
種
類
も

の
『
三
国
志
演
義
』
の
再
話
が
新
し
く
出
版
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
従
来
、『
三

国
志
演
義
』
の
受
容
に
お
い
て
は
、
吉
川
版
の
重
要
性
の
み
が
論
じ
ら
れ
て
き
た

が
、
吉
川
版
も
含
む
、
こ
の
「
三
国
志
」
ブ
ー
ム
と
も
言
え
る
日
中
戦
争
期
の
三

年
間
は
、
日
本
に
お
け
る
『
三
国
志
演
義
』
受
容
に
と
っ
て
重
要
な
画
期
で
あ
る
。

江
戸
時
代
に
成
立
し
た
『
通
俗
三
國
志
』
の
完
成
度
の
高
さ
故
に
停
滞
し
て
い
た

『
三
国
志
演
義
』
の
大
人
向
け
再
話
が
、
日
中
戦
争
期
の
中
国
に
対
す
る
関
心
の

高
ま
り
を
契
機
に
多
数
登
場
し
、
戦
後
受
容
の
基
礎
を
成
し
た
の
で
あ
る
。

本
論
文
で
は
、
明
治
期
か
ら
日
中
戦
争
期
へ
到
る
出
版
状
況
を
概
観
し
、
「
三

国
志
」
ブ
ー
ム
と
も
言
え
る
様
相
を
呈
し
た
日
中
戦
争
期
の
『
三
国
志
演
義
』
の

再
話
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
で
、
日
本
で
の
「
三
国
志
」
の
受
容
に
お
け
る
日

中
戦
争
期
の
重
要
性
を
示
し
た
い
。

日
中
戦
争
期
ま
で
の
『
三
国
志
演
義
』
再
話
の
書
誌
を
整
理
し
た
先
行
研
究
の

中
、
石
崎
氏
は
書
名
を
挙
げ
る
に
止
ま
り
、
雑
喉
氏
、
中
林
氏
は
、
一
部
を
取
り

上
げ
て
論
じ
て
い
る
。
上
田
氏
は
、
明
治
期
か
ら
昭
和
初
期
の
『
三
国
志
演
義
』

の
受
容
に
つ
い
て
研
究
の
構
想
を
示
し
て
い
る
が
、
二
〇
一
二
年
三
月
現
在
、
江

戸
時
代
を
扱
う
前
篇
に
止
ま
っ
て
い
る
。

（
六
）

以
下
、
一
九
四
五
年
ま
で
に
出
版
さ
れ
た
『
三
国
志
演
義
』
関
連
小
説
を
網
羅

す
る
こ
と
を
目
指
し
、
整
理
し
た
も
の
を
示
す
。
こ
こ
で
は
、
現
在
確
認
で
き
る

『
三
国
志
演
義
』
の
注
釈
書
、
評
釈
書
と
再
話
作
品
を
扱
い
、
『
通
俗
三
國
志
』

『
通
俗
絵
本
三
國
志
』
、
ま
た
、
講
談
速
記
や
芝
居
の
脚
本
、
日
本
風
の
翻
案
、

詩
、
評
伝
、
研
究
書
な
ど
は
除
い
た
。

（
七
）

二
、
『
通
俗
三
國
志
』
か
ら
の
分
化

本
項
で
は
、
江
戸
時
代
に
広
く
読
ま
れ
て
い
た
『
通
俗
三
國
志
』
が
、
明
治
以

降
ど
の
よ
う
に
展
開
し
て
い
く
か
を
見
て
い
く
。
先
ず
、
日
本
に
お
け
る
『
三
国

志
演
義
』
は
、
漢
学
者
が
扱
い
、
次
第
に
児
童
文
学
の
領
域
で
も
扱
わ
れ
る
よ
う
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に
な
る
。

（
一
）
近
代
か
ら
の
継
続

二
十
世
紀
に
入
る
と
『
通
俗
三
國
志
』
に
評
釈
を
つ
け
た
も
の
や
読
み
や
す
く

書
き
改
め
た
も
の
が
出
始
め
る
。

幸
田
成
行
校
訂
『
通
俗
三
國
志
』
は
、
本
文
の
前
に
幸
田
露
伴
が
解
題
を
書
き
、

『
絵
本
通
俗
三
國
志
』
を
底
本
と
し
て
活
版
印
刷
し
た
も
の
で
あ
る
。
一
九
二
七

（
八
）

年
に
日
本
文
藝
叢
書
刊
行
會
か
ら
再
刊
さ
れ
て
い
る
。

一
九
一
一
年
の
伊
藤
銀
月
『
三
國
志
物
語
』
は
、
目
次
は
独
自
の
も
の
だ
が
、

本
文
は
『
通
俗
三
國
志
』
の
文
章
に
手
を
入
れ
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
に
し
た
も
の
で
あ

る
。
成
光
館
か
ら
一
九
一
四
年
に
四
版
と
し
て
、
本
文
が
同
じ
も
の
が
出
版
さ
れ

て
い
る
。

『
通
俗
三
國
志
』
以
外
の
『
三
国
志
演
義
』
関
連
書
籍
は
、
漢
文
に
評
釈
を
つ

け
る
ス
タ
イ
ル
の
も
の
が
早
く
出
た
。
東
海
義
塾
の
『
支
那
小
説
譯
解
』
に
は
、

『
遊
仙
窟
』
『
水
滸
傳
』
『
照
世
盃
』
『
西
湘
記
』
『
杜
騙
新
書
』
『
李
娃
傳
』
な
ど

と
共
に
、
井
上
碩
田
に
よ
る
『
三
国
志
演
義
』
の
解
説
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。『
支

那
小
説
譯
解
』
は
逐
次
刊
行
さ
れ
て
お
り
、
一
九
〇
〇
年
発
行
の
第
十
一
號
に
、

毛
宗
崗
本
の
第
一
、
二
回
の
原
文
と
解
説
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（
九
）

一
九
〇
六
年
に
発
行
さ
れ
た
久
保
天
隨
『
三
國
志
演
義
』
も
評
釈
書
で
、
名
場

面
を
取
り
上
げ
、
書
き
下
し
た
上
で
文
語
訳
と
解
説
を
附
し
て
い
る
。
底
本
は
毛

宗
崗
本
で
、
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
場
面
は
、
「
王
允
連
環
の
計
」
「
曹
操
酒
を

煮
て
英
雄
を
論
ず
」「
關
羽
五
關
六
將
を
斬
る
」「
草
廬
三
顧
」「
赤
壁
曹
操
の
敗
」

「
劉
玄
德
吳
よ
り
歸
る
」
「
先
主
猇
亭
の
敗
」
「
孟
獲
の
七
擒
」
「
街
亭
の
戰
」
「
五

丈
原
諸
葛
の
薨
去
」
で
あ
る
。

（
一
〇
）

（
二
）
翻
訳
書

『
通
俗
三
國
志
』
や
『
三
国
志
演
義
』
の
評
釈
、
抄
訳
に
止
ま
ら
な
い
翻
訳
の

嚆
矢
は
、
一
九
一
二
年
の
久
保
天
隨
『
新
譯
／
演
義
三
國
志
』
で
あ
る
。
底
本
は

毛
宗
崗
本
で
、
文
語
文
で
書
か
れ
て
い
る
。
久
保
は
、
『
通
俗
三
國
志
』
の
長
所

も
取
っ
た
と
し
、『
三
国
志
演
義
』
和
訳
の
成
本
と
し
た
い
と
抱
負
を
述
べ
て
い
る
。

（
一
一
）

下
巻
に
は
、
附
録
「
諸
葛
亮
に
し
て
死
せ
ざ
り
せ
ば
」
を
掲
載
し
て
い
る
。
こ
れ

は
、
清
の
夏
綸
の
戯
曲
「
南
陽
樂
」
の
構
想
を
紹
介
す
る
も
の
で
、
夏
綸
の
書
き

ぶ
り
と
『
三
国
志
演
義
』
と
の
違
い
を
概
説
し
た
上
で
、
内
容
の
梗
概
を
記
し
て

い
る
。
本
書
は
、
吉
川
英
治
が
幼
い
頃
に
読
ん
だ
も
の
だ
と
思
わ
れ
る
が
、
再
刊

（
一
二
）

な
ど
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

そ
の
後
の
翻
訳
の
登
場
は
、
戦
後
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
い
。

（
一
三
）

（
三
）
子
ど
も
向
け
の
再
話

明
治
以
降
、
各
種
の
自
伝
類
に
よ
れ
ば
、
少
年
た
ち
も
大
人
と
同
じ
テ
ク
ス
ト

で
『
通
俗
三
國
志
』
を
読
ん
で
い
た
が
、
日
本
で
は
一
八
九
〇
年
代
に
始
ま
っ
た

（
一
四
）

児
童
文
学
の
題
材
と
し
て
も
、
次
第
に
『
三
国
志
演
義
』
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
よ

う
に
な
る
。
『
通
俗
三
國
志
』
の
文
章
を
な
ぞ
ら
な
い
子
ど
も
向
け
の
再
話
に
、

一
九
二
六
年
の
最
上
哲
夫
『
三
國
志
物
語
』
と
一
九
四
〇
年
の
野
村
愛
正
『
三
國

志
物
語
』
が
あ
る
。

最
上
『
三
國
志
物
語
』
は
、
金
蘭
社
か
ら
発
行
さ
れ
た
児
童
読
物
の
シ
リ
ー
ズ

「
世
界
名
篇
物
語
叢
書
」
に
収
め
ら
れ
て
お
り
、
子
ど
も
向
け
に
再
話
さ
れ
て
い
る
。

（
一
五
）

一
九
三
一
年
に
『
少
年
三
國
志
』
と
改
題
さ
れ
「
金
蘭
社
名
著
文
庫
」
の
一
冊
と

し
て
再
刊
行
さ
れ
た
。
一
九
三
一
年
版
は
、
一
九
二
六
年
版
の
巻
頭
イ
ラ
ス
ト
が

カ
ラ
ー
で
表
紙
に
な
っ
て
い
る
な
ど
デ
ザ
イ
ン
の
変
更
は
あ
る
が
、
本
文
は
完
全

に
同
じ
で
あ
る
。

野
村
版
は
、
大
日
本
雄
辯
會
講
談
社
か
ら
一
九
四
〇
年
に
発
行
さ
れ
た
。
外
函
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や
表
題
、
広
告
な
ど
に
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
出
版
さ
れ
た
時
期
や
装
丁
な

ど
か
ら
一
九
三
七
年
に
刊
行
が
始
ま
っ
た
「
世
界
名
作
物
語
」
に
収
め
ら
れ
て
い

た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
一
六
）

底
本
に
つ
い
て
言
及
は
な
い
が
、
文
章
が
類
似
し
て
い
る
箇
所
が
あ
る
た
め
、

『
通
俗
三
國
志
』
を
底
本
と
し
て
い
る
可
能
性
が
高
い
。
ま
た
、
野
村
版
で
は
、

（
一
七
）

周
瑜
の
依
頼
で
諸
葛
亮
が
集
め
た
矢
の
数
を
「
〔
…
〕
二
十
隻
で
九
萬
に
あ
ま

つ
た
。
」
と
す
る
。
こ
こ
で
、
矢
の
数
を
「
十
万
」
で
は
な
く
「
九
万
に
」
余
る

（
一
八
）

と
す
る
の
は
、
周
曰
校
本
、
余
象
斗
本
、
葉
逢
春
本
、
一
部
の
『
通
俗
三
國
志
』
、

（
一
九
）

雄
山
閣
版
で
あ
る
が
、
雄
山
閣
版
と
野
村
版
は
、
互
い
に
そ
れ
ぞ
れ
だ
け
で
は
底

本
に
な
り
え
な
い
。

（
二
〇
）

野
村
版
は
、
戦
後
も
何
度
か
再
刊
さ
れ
た
。
戦
中
、
児
童
文
学
は
、
一
九
三
八

年
の
「
児
童
読
物
改
善
に
関
す
る
指
導
要
綱
」
に
代
表
さ
れ
る
統
制
と
保
護
を
機

に
発
行
部
数
を
伸
ば
し
た
が
、
体
制
側
の
締
め
付
け
が
厳
し
く
な
る
に
従
っ
て
表

現
の
範
囲
が
狭
め
ら
れ
衰
微
し
た
。
戦
後
は
、
人
々
の
読
書
欲
に
伴
う
出
版
好
況

が
児
童
文
学
に
も
訪
れ
た
が
、
そ
の
ブ
ー
ム
は
一
九
五
〇
年
代
に
は
収
ま
っ
た
と

さ
れ
る
。
野
村
版
の
出
版
状
況
は
こ
の
流
れ
に
合
致
し
て
お
り
、
一
九
四
〇
年
に

（
二
一
）

豪
華
な
装
丁
で
出
さ
れ
た
後
、
戦
後
は
粗
悪
な
紙
で
度
々
再
刊
さ
れ
た
。
一
九
四

〇
年
版
、
一
九
四
六
年
版
、
一
九
四
九
年
版
は
、
ほ
ぼ
同
じ
文
章
で
、
一
九
五
二

年
版
で
、
目
次
、
本
文
と
も
に
大
き
な
書
き
換
え
が
な
さ
れ
た
。

（
二
二
）

三
、
日
中
戦
争
期
の
「
三
国
志
」
ブ
ー
ム

日
中
戦
争
期
に
は
、
こ
れ
ま
で
述
べ
た
よ
う
な
『
通
俗
三
國
志
』
や
『
三
国
志

演
義
』
の
注
釈
、
抄
訳
、
翻
訳
、
子
ど
も
向
け
の
再
話
の
い
ず
れ
に
も
当
て
は
ま

ら
な
い
、
大
人
向
け
の
再
話
が
登
場
す
る
。
岡
本
成
蹊
『
新
譯
三
國
志
』
、
吉
川

英
治
『
三
國
志
』
、
村
上
知
行
『
三
國
志
物
語
』
、
雄
山
閣
編
『
三
國
志
』
、
弓
館

芳
夫
『
三
國
志
』
で
あ
る
。
『
三
国
志
演
義
』
や
『
通
俗
三
國
志
』
を
底
本
に
し

て
い
て
も
、
文
章
は
底
本
を
な
ぞ
る
の
で
は
な
く
、
新
た
に
語
り
直
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
『
三
国
志
』
を
基
に
し
て
構
成
さ
れ
た
大
場
彌
平
『
秋
風
五
丈
原
』
も
出
版

（
二
三
）

さ
れ
て
い
る
。

先
行
研
究
は
、
吉
川
版
に
は
内
容
ま
で
踏
み
込
ん
だ
詳
細
な
も
の
が
あ
り
、
村

上
版
、
弓
館
版
は
、
吉
川
版
と
共
に
桑
原
氏
が
言
及
し
て
い
る
。
大
場
『
秋
風
五

丈
原
』
は
、
弓
館
版
と
共
に
中
林
が
名
を
掲
げ
る
の
み
で
、
岡
本
版
、
雄
山
閣
版

に
つ
い
て
の
先
行
研
究
は
な
い
。

（
二
四
）

以
下
、
発
行
年
代
順
に
概
説
す
る
。

（
一
）
岡
本
成
蹊
『
新
譯
三
國
志
』

岡
本
版
は
、
八
紘
社
か
ら
一
九
三
九
年
七
月
に
発
行
さ
れ
た
。
閲
覧
で
き
た
本

は
「
八
紘
社
大
陸
版
」
と
銘
打
た
れ
た
一
九
四
一
年
の
十
版
で
あ
り
、
好
評
だ
っ

た
た
め
か
版
を
重
ね
た
こ
と
が
分
か
る
。
一
九
四
九
年
に
は
、
杉
山
書
店
か
ら
同

タ
イ
ト
ル
の
も
の
が
岡
本
成
二
名
義
で
再
刊
さ
れ
て
お
り
、
本
文
は
殆
ど
同
じ
だ

が
、
一
九
三
九
年
版
で
時
局
性
を
帯
び
て
い
た
部
分
は
削
ら
れ
て
い
る
。

（
二
五
）

岡
本
は
、
バ
イ
ロ
ン
の
翻
訳
で
知
ら
れ
る
英
文
学
者
だ
が
、
そ
の
著
作
に
は
、

英
米
文
学
の
翻
訳
や
研
究
書
以
外
に
も
随
筆
集
や
ア
メ
リ
カ
の
実
業
家
の
伝
記
な

ど
が
あ
る
。
「
主
要
著
作
目
録
」
で
は
、
一
九
四
三
年
に
『
新
釈
漢
楚
軍
談
』
を

出
版
し
た
と
す
る
が
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

（
二
六
）

岡
本
は
漢
学
の
盛
ん
な
家
に
育
っ
た
と
言
え
、
長
じ
て
か
ら
も
、
英
詩
に
加
え
、

漢
詩
や
日
本
近
代
詩
、
日
本
画
を
愛
で
た
と
い
う
。
毛
宗
崗
本
に
し
か
な
い
「
孫

（
二
七
）

夫
人
投
江
而
死
」
が
あ
る
こ
と
と
併
せ
て
考
え
る
と
、
毛
宗
崗
本
も
し
く
は
久
保

訳
が
底
本
に
な
る
だ
ろ
う
。

（
二
八
）

本
書
は
、
霊
帝
の
御
代
の
天
変
地
異
か
ら
諸
葛
亮
の
最
期
ま
で
を
一
冊
の
う
ち
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に
描
い
て
お
り
、
諸
葛
亮
の
死
後
も
晋
の
成
立
ま
で
概
説
し
て
い
る
。

岡
本
版
の
特
性
は
、
比
較
的
平
易
な
言
葉
遣
い
に
加
え
、
文
章
の
自
由
度
が
高

い
こ
と
、
語
り
手
の
価
値
観
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

平
易
な
言
葉
遣
い
は
登
場
人
物
の
発
話
や
内
省
に
顕
著
で
、
主
に
武
将
の
言
葉

と
し
て
表
れ
る
た
め
大
き
な
違
和
感
は
な
い
が
、
連
環
の
計
に
際
し
呂
布
が
「
「
へ

ヽ
ヽ
」
と
卑
し
い
笑
ひ
を
浮
べ
る
。
」
よ
う
な
描
写
は
通
俗
的
に
過
ぎ
る
と
感
じ

（
二
九
）

ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う
。

ま
た
、
登
場
人
物
の
行
動
が
他
の
再
話
と
比
べ
る
と
軽
く
感
じ
ら
れ
る
が
、
簡

略
化
の
た
め
描
写
が
少
な
く
な
り
、
避
け
難
い
部
分
で
は
あ
る
。
不
利
に
働
く
場

面
も
あ
る
が
、
呂
布
が
丁
原
を
斬
り
董
卓
に
寝
返
る
場
面
で
は
、
詳
し
い
行
動
の

（
三
〇
）

描
写
が
な
く
、
地
の
文
で
淡
々
と
語
ら
れ
る
こ
と
で
、
呂
布
が
あ
っ
さ
り
と
裏
切

っ
た
と
い
う
印
象
を
強
め
て
い
る
。

（
三
一
）

簡
略
化
が
激
し
い
た
め
か
、
『
三
国
志
演
義
』
か
ら
自
由
で
文
章
の
独
自
性
が

強
く
な
っ
て
お
り
、
時
折
ユ
ー
モ
ア
も
垣
間
見
え
る
。

（
三
二
）

文
章
の
自
由
度
を
受
け
、
語
り
手
の
価
値
観
も
随
所
に
盛
り
込
ま
れ
て
お
り
、

何
進
が
董
卓
を
招
く
場
面
に
は
、
次
の
よ
う
な
警
句
的
な
文
章
が
挟
ま
れ
る
。

全
く
將
來
の
見
透
し
が
つ
か
な
か
つ
た
り
、
人
間
を
見
る
明
の
な
い
人
間
程

勇
敢
な
も
の
は
な
い
。
だ
が
同
時
に
こ
れ
位
恐
ろ
し
い
も
の
も
な
い
。
そ
の

た
め
に
ど
れ
だ
け
の
大
事
が
惹
起
す
る
こ
と
に
な
る
か
―
―

そ
し
て
、
董
卓
を
招
い
た
こ
と
を
「
あ
ゝ
思
慮
な
き
者
の
悲
劇
で
あ
る
」
と
嘆
い

た
後
、
為
政
者
の
心
得
に
つ
い
て
語
っ
て
い
る
。

一
国
の
興
隆
も
衰
亡
も
、
實
に
爲
政
者
の
一
舉
手
一
投
足
に
始
る
こ
と
が

多
い
。

こ
れ
を
思
へ
ば
爲
政
者
た
る
者
、
充
分
心
し
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
私
利

私
慾
を
離
れ
、
遠
大
な
る
理
想
の
下
に
、
而
も
鋭
敏
な
る
叡
智
に
輝
く
洞
察

力
を
以
つ
て
、
國
家
を
推
進
せ
し
め
る
こ
と
こ
そ
そ
の
任
務
で
あ
ら
う
。

（
三
三
）

ま
た
、
諸
葛
亮
の
姿
勢
に
対
し
、
為
政
者
の
守
る
べ
き
金
言
と
の
評
価
を
与
え
て

お
り
、
為
政
者
の
あ
り
方
に
関
心
を
寄
せ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
以
上
の
よ
う

（
三
四
）

に
長
く
自
ら
の
理
念
を
訴
え
る
場
面
も
あ
る
が
、
短
い
感
想
を
挟
む
こ
と
も
あ
る
。

連
環
の
計
の
場
面
で
「
戀
は
曲
者
と
い
ふ
の
は
、
眞
實
昔
も
今
も
變
り
が
な
い
の

だ
ら
う
。
」
と
語
っ
た
り
、
関
羽
が
曹
操
の
元
を
辞
す
際
「
〔
…
〕
關
羽
の
如
き
崇
高

け

だ
か

い
人
物
の
存
在
す
る
こ
と
は
、
確
か
に
一
服
の
淸
涼
剤
で
あ
ら
う
。
」
と
感
慨
を

漏
ら
し
た
り
し
て
い
る
。

（
三
五
）

岡
本
版
で
は
大
幅
な
簡
略
化
が
行
わ
れ
て
お
り
、
『
三
国
志
演
義
』
に
沿
っ
て

物
語
を
進
め
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。
そ
の
結
果
、
他
の
再
話
に
比
べ
文
章
の

独
自
性
が
強
く
な
り
、
語
り
手
の
価
値
観
や
感
慨
が
本
文
に
色
濃
く
映
じ
て
い
る
。

（
二
）
吉
川
英
治
『
三
國
志
』

吉
川
版
は
、
『
中
外
商
業
新
報
』
で
は
一
九
三
九
年
八
月
二
六
日
に
連
載
が
開

始
さ
れ
、
そ
の
他
に
も
『
名
古
屋
新
聞
』
『
小
樽
新
聞
』
『
台
湾
日
々
新
報
』
『
京

城
新
報
』
に
掲
載
さ
れ
た
。
挿
絵
は
、
『
宮
本
武
蔵
』
の
前
半
同
様
、
矢
野
橋
村

が
担
当
し
、
常
に
本
文
と
共
に
掲
載
さ
れ
た
。

（
三
六
）

吉
川
研
究
に
お
い
て
『
三
國
志
』
は
『
宮
本
武
蔵
』
に
続
く
吉
川
の
長
編
小
説

で
は
あ
る
が
、
原
作
を
持
ち
後
半
は
内
容
の
独
創
度
が
低
い
と
さ
れ
、
全
体
的
な

（
三
七
）

位
置
付
け
は
あ
ま
り
な
さ
れ
て
い
な
い
。
一
方
、
日
本
の
『
三
国
志
演
義
』
受
容

（
三
八
）

研
究
に
お
い
て
は
、
戦
後
の
ブ
ー
ム
の
基
礎
を
成
す
作
品
で
あ
る
た
め
重
要
視
さ

れ
て
い
る
。

（
三
九
）

先
行
研
究
で
は
、
底
本
は
博
文
館
編
輯
局
校
訂
『
通
俗
三
國
志
』
（
博
文
館
、
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一
八
九
三
年
）
と
さ
れ
る
が
、
吉
川
の
蔵
書
に
は
、
そ
の
他
に
も
『
三
国
志
演
義
』

（
四
〇
）

関
連
書
籍
が
あ
っ
た
。
吉
川
版
執
筆
時
に
吉
川
の
手
元
に
あ
っ
た
可
能
性
の
高
い

「
三
国
志
」
関
連
書
籍
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
吉
川
英
治
記
念
館
所

蔵
の
吉
川
英
治
の
旧
蔵
書
で
あ
る
。

月
の
舎
秋
里
編
述
『
通
俗
絵
本
三
國
志
』

（
四
一
）

永
井
徳
鄰
『
通
俗
演
義
三
國
志
』
（
須
原
屋
茂
兵
衛
等
、
一
八
七
七
年
）

博
文
館
編
輯
局
校
訂
『
校
訂
通
俗
三
國
志
』
上
下
（
博
文
館
、
一
八
九
三
年
）

（
四
二
）

西
脇
玉
峯
『
諸
葛
孔
明
言
行
録
』
（
偉
人
研
究

第
二
九
編
、
内
外
出
版
協

會
、
一
九
〇
八
年
）

三
浦
理
編
『
通
俗
三
國
志
』
上
中
下
（
有
朋
堂
書
店
、
一
九
一
二
年
）

村
上
知
行
『
三
國
志
物
語
』
第
一
巻
～
第
三
巻
（
中
央
公
論
社
、
一
九
三
九

～
一
九
四
〇
年
）

『
校
訂
通
俗
三
國
志
』
は
編
ご
と
に
綴
じ
直
さ
れ
て
お
り
、
吉
川
版
の
連
載
回
数

や
章
題
、
傍
線
が
書
き
込
ま
れ
て
い
る
。
『
通
俗
三
國
志
』
の
上
巻
に
も
傍
線
が

書
き
込
ま
れ
て
い
る
が
回
数
は
書
か
れ
て
お
ら
ず
、
中
下
巻
に
は
書
き
込
み
は
見

ら
れ
な
い
。
村
上
版
の
第
一
巻
に
は
、
序
に
傍
線
が
引
か
れ
て
い
る
他
、
一
部
に

回
の
区
切
り
を
示
す
記
号
と
吉
川
版
の
回
数
が
附
さ
れ
て
い
る
が
、
二
、
三
巻
に

（
四
三
）

は
書
き
込
み
は
見
当
た
ら
な
い
。
『
通
俗
絵
本
三
國
志
』
に
も
人
物
名
を
中
心
に

多
く
の
書
き
込
み
が
見
ら
れ
る
が
、
吉
川
の
筆
跡
で
は
な
い
よ
う
な
の
で
、
前
の

持
ち
主
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
、
『
通
俗
演
義
三
國
志
』
と
『
諸
葛
孔
明
言
行

録
』
に
は
、
書
き
込
み
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
吉
川
版
は
久
保
訳
を
挿
入
し
て
い

る
と
さ
れ
る
が
、
実
際
に
吉
川
が
本
文
中
に
引
い
た
も
の
は
不
明
で
あ
り
、
こ
れ

ら
以
外
の
参
考
図
書
が
存
在
す
る
可
能
性
や
、
吉
川
が
忠
実
に
引
い
て
い
な
い
可

能
性
も
あ
る
。

（
四
四
）

吉
川
版
の
冒
頭
、
桃
園
結
義
に
至
る
ま
で
の
三
兄
弟
の
出
会
い
は
、
吉
川
の
オ

リ
ジ
ナ
ル
で
あ
り
、
最
後
に
、
諸
葛
亮
の
死
で
筆
を
お
い
た
理
由
に
つ
い
て
は
、

作
者
読
者
と
も
に
諸
葛
亮
の
死
後
は
、
三
國
志
へ
の
興
味
が
失
わ
れ
る
か
ら
だ

と
し
、
「
篇
外
余
録
」
と
い
う
節
で
諸
葛
亮
の
死
後
、
晋
の
統
一
ま
で
を
概
観
し

（
四
五
）

て
い
る
。

主
な
特
徴
は
、
先
行
研
究
に
詳
し
く
、
現
代
の
作
家
の
眼
か
ら
不
必
要
な
怪
奇

性
を
除
い
た
合
理
化
や
、
吉
川
が
曹
操
に
対
し
同
情
的
態
度
に
立
ち
、
人
間
的
な

魅
力
を
描
く
中
で
独
自
の
曹
操
像
に
到
達
し
、
三
国
志
の
世
界
が
勧
善
懲
悪
か
ら

立
場
の
違
う
好
漢
た
ち
の
闘
争
の
ド
ラ
マ
に
な
っ
た
こ
と
な
ど
が
評
価
さ
れ
て

い
る
。

（
四
六
）他

の
再
話
に
比
べ
る
と
、
吉
川
版
の
言
葉
遣
い
は
非
常
に
丁
寧
な
も
の
と
な
っ

て
お
り
、
同
じ
く
大
衆
向
け
で
、
気
軽
に
読
め
る
よ
う
に
と
い
う
配
慮
か
ら
か
俗

語
を
多
用
す
る
岡
本
版
、
弓
館
版
と
は
対
照
を
成
す
。
吉
川
版
は
平
易
な
語
り
口

な
が
ら
、
決
し
て
卑
俗
に
堕
さ
な
い
叙
述
を
保
つ
た
め
、
読
者
を
尊
重
し
つ
つ
も

教
示
的
、
啓
蒙
的
な
筆
致
で
書
か
れ
て
い
る
こ
と
が
感
じ
ら
れ
よ
う
。

（
三
）
村
上
知
行
『
三
國
志
物
語
』

村
上
版
は
全
三
巻
で
、
一
九
三
九
年
十
一
月
か
ら
翌
年
二
月
に
か
け
て
中
央
公

論
社
か
ら
出
版
さ
れ
た
。
村
上
は
一
九
三
九
年
四
月
十
九
日
の
時
点
で
著
述
に
八

か
月
以
上
掛
か
っ
た
と
し
て
い
る
が
、
同
年
七
月
の
岡
本
版
や
、
八
月
に
連
載
が

始
ま
っ
た
吉
川
版
を
意
識
し
た
も
の
か
ど
う
か
は
分
か
ら
な
い
。

村
上
は
、
当
時
北
京
に
住
ん
で
お
り
、
中
国
通
と
し
て
著
作
活
動
を
行
っ
て

い
た
。
村
上
が
中
国
に
渡
っ
た
の
は
一
九
二
七
年
だ
が
、
文
筆
活
動
が
活
発
に
な

（
四
七
）

る
の
は
満
洲
事
変
が
始
ま
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
一
九
三
五
年
の
単
行
本
『
九･

一

八
前
後
』
か
ら
は
、
日
本
国
内
の
関
心
が
、
九･

一
八
事
件
の
最
中
に
北
京
に
い

た
村
上
に
対
す
る
需
要
を
生
み
、
執
筆
活
動
を
促
し
た
こ
と
が
窺
え
る
。
村
上
は



- 106 -

日本における『三国志演義』の再話

一
九
三
五
年
か
ら
『
中
央
公
論
』
に
寄
稿
し
て
お
り
、
一
九
三
八
年
に
は
同
社
か

ら
『
支
那
及
び
支
那
人
』
を
出
し
て
い
る
た
め
、
村
上
版
も
そ
の
縁
で
出
版
さ
れ

た
も
の
だ
ろ
う
。

（
四
八
）

村
上
版
の
底
本
は
毛
宗
崗
本
で
、
大
筋
は
原
文
に
沿
う
が
逐
語
訳
で
は
な
く
、

（
四
九
）

作
者
に
よ
る
補
足
や
省
略
な
ど
も
随
所
に
見
ら
れ
る
。
村
上
版
は
、
霊
帝
の
御
代

の
天
変
地
異
か
ら
晋
の
統
一
ま
で
を
描
き
、
附
録
と
し
て
、
第
二
巻
に
は
「
姓
氏

要
覽
」
と
「
三
國
志
物
語
要
圖
」
が
、
第
三
巻
に
は
「
三
國
志
物
語
略
年
表
」
と

「
三
國
志
物
語
要
圖
地
名
索
引
」
が
附
け
ら
れ
て
い
る
。

中
国
の
故
事
や
当
時
の
語
彙
な
ど
を
用
い
た
解
説
や
、
「
ス
パ
イ
」
や
「
ク
ー

（
五
〇
）

（
五
一
）

デ
タ
ー
」
な
ど
現
代
的
な
語
彙
を
使
う
場
面
が
見
ら
れ
る
。
「
〔
…
〕
長
安
を
お

（
五
二
）

留
守
に
し
て
ゐ
る
隙
に
〔
…
〕
」
「
田
舎
ツ
ぺ
の
孔
明
〔
…
〕
」
と
い
っ
た
口
語

（
五
三
）

（
五
四
）

的
な
表
現
な
ど
も
指
摘
で
き
る
。

そ
し
て
、
分
か
り
や
す
さ
を
追
う
例
と
し
て
、
関
羽
が
于
禁
の
陣
の
配
置
を
聞

く
場
面
が
挙
げ
ら
れ
る
。
『
通
俗
三
國
志
』
、
吉
川
版
が
同
じ
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
語

り
つ
つ
も
意
味
を
明
確
に
せ
ず
に
い
る
部
分
を
き
ち
ん
と
説
明
し
、
中
国
に
身
を

（
五
五
）

置
い
て
い
た
村
上
の
面
目
躍
如
と
い
っ
た
感
が
あ
る
。

關
羽
の
此
の
答
の
意
味
は
か
う
で
あ
る
―
―
乃
ち
于
禁
の
于
の
字
は
、
中

華
の
音
で
『
魚
』
の
字
に
通
ず
る
し
、
ま
た
、『
罾
』
と
は
四
手
網
の
こ
と
。

つ
ま
り
『
魚
が
四
手
網
に
入
つ
た
か
ら
―
―
』
と
い
ふ
の
だ
。

（
五
六
）

ま
た
、
一
巻
に
集
中
し
て
い
る
が
、
章
回
小
説
の
よ
う
に
話
へ
の
興
味
を
高
め

よ
う
と
し
て
い
る
の
か
、
会
話
の
途
中
な
ど
続
き
が
気
に
な
る
形
で
章
題
を
挟
ん

で
い
る
。
村
上
版
の
章
題
は
『
三
国
志
演
義
』
よ
り
細
か
く
、
三
巻
で
三
四
四
項

目
あ
る
。

『
然
ら
ば
汝
は
死
ん
で
も
構
は
ぬ
氣
か
？
』

百
二
、
征
西
の
師

王
修
は
從
容
と
し
て
、
答
へ
た
。

（
五
七
）

章
回
小
説
的
な
性
格
を
訳
文
に
も
表
そ
う
と
し
た
試
行
錯
誤
の
跡
と
見
る
こ
と

も
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

村
上
版
は
、
附
録
の
存
在
に
も
顕
著
だ
が
、
分
か
り
や
す
さ
に
留
意
し
て
お
り
、

当
時
の
読
者
が
興
味
を
持
っ
て
読
み
進
め
ら
れ
る
よ
う
に
配
慮
し
て
い
る
が
、
一

方
で
、
他
の
再
話
に
比
べ
る
と
、
よ
り
原
文
に
近
い
も
の
を
提
供
し
よ
う
と
い
う

意
図
も
垣
間
見
え
る
。

（
四
）
雄
山
閣
編
『
三
國
志
』

雄
山
閣
版
は
「
物
語
近
世
文
學
」
の
第
十
五
巻
と
し
て
一
九
四
〇
年
八
月
に
発

行
さ
れ
た
。
中
国
の
歴
史
を
語
っ
た
後
、
霊
帝
の
御
代
の
天
変
地
異
か
ら
物
語
を

始
め
、
諸
葛
亮
の
最
期
と
魏
延
の
謀
反
ま
で
を
描
い
て
お
り
、
諸
葛
亮
の
死
後
も

晋
の
成
立
ま
で
概
説
を
附
す
。
巻
頭
に
笹
川
臨
風
の
解
説
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

（
五
八
）

雄
山
閣
版
の
著
作
権
者
兼
発
行
者
に
は
、
社
長
で
あ
る
長
坂
金
雄
の
名
が
記
さ

れ
て
い
る
が
、
本
文
の
作
成
は
雄
山
閣
の
関
係
者
が
行
っ
た
。「
物
語
近
世
文
學
」

を
担
当
し
て
い
た
の
は
、
社
外
の
嘱
託
編
集
員
だ
っ
た
足
立
勇
で
、
足
立
は
一
九

三
四
年
か
ら
の
「
玩
具
叢
書
」
や
一
九
三
七
年
か
ら
の
「
物
語
東
洋
史
」
な
ど
雄

山
閣
編
と
さ
れ
て
い
る
も
の
の
大
半
を
担
当
し
た
と
、
旧
社
員
の
回
想
に
あ
る
。

旧
社
員
、
湊
元
に
よ
れ
ば
、
足
立
は
一
九
三
一
年
か
ら
の
『
異
説
日
本
史
』
で
主

筆
を
務
め
、
湊
元
の
友
人
た
ち
に
仕
事
を
回
し
て
執
筆
し
て
い
た
そ
う
だ
が
、「
物

語
近
世
文
學
」
で
も
同
様
の
手
法
を
取
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

（
五
九
）

雄
山
閣
版
の
底
本
は
不
明
で
、
『
通
俗
三
國
志
』
の
現
代
語
訳
の
よ
う
な
部
分

（
六
〇
）

や
、
同
じ
く
『
通
俗
三
國
志
』
に
特
徴
的
な
葫
蘆
谷
で
諸
葛
亮
が
魏
延
を
焼
き
殺
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そ
う
と
す
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
る
一
方
、
毛
宗
崗
本
の
特
徴
も
見
ら
れ
な
い
が
、

（
六
一
）

五
関
に
六
将
を
斬
る
場
面
で
は
、
毛
宗
崗
本
に
基
づ
く
村
上
版
に
表
現
が
似
通
っ

て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
底
本
の
錯
綜
状
況
を
見
る
と
、
複
数
の
本
を
参
考
に
し
な

（
六
二
）

が
ら
書
き
進
め
た
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
当
時
の
雄
山
閣
の
編
集
手
法
を
併
せ
て

考
え
れ
ば
、
複
数
の
作
者
が
違
う
本
に
基
づ
き
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
箇
所
を
書
い
た

可
能
性
が
高
い
。
詳
し
い
検
討
は
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

雄
山
閣
版
の
本
文
は
『
通
俗
三
國
志
』
の
口
語
訳
の
よ
う
な
部
分
や
、
簡
略
化

が
進
み
あ
ら
す
じ
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
部
分
も
見
ら
れ
る
が
、
章
ご
と
に
「
群

（
六
三
）

雄
の
出
現
」
「
曹
操
」
「
劉
備
」
「
赤
壁
の
戰
」
「
蜀
の
國
」
「
關
羽
」
「
孔
明
」
「
五

丈
原
」
と
タ
イ
ト
ル
が
つ
け
ら
れ
た
目
次
か
ら
は
、
主
要
人
物
や
歴
史
の
流
れ
を

（
六
四
）

軸
に
物
語
を
捉
え
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。
こ
れ
は
、
同
時
代
の
他
の

再
話
に
は
見
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
り
、
雄
山
閣
版
の
特
色
と
言
え
る
。

本
文
中
に
は
誤
り
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
箇
所
や
典
拠
の
分
か
ら
な
い
部
分

が
散
見
さ
れ
、
例
え
ば
、
徐
庶
の
字
が
天
直
と
さ
れ
て
い
た
り
、
龐
統
の
名
前
が

廓
統
に
な
っ
て
い
た
り
す
る
。

（
六
五
）

（
五
）
弓
館
芳
夫
『
三
國
志
』

弓
館
版
は
、
第
一
書
房
「
戰
時
體
制
版
」
の
一
冊
と
し
て
一
九
四
一
年
一
月
に

発
行
さ
れ
た
。
弓
館
は
新
聞
記
者
で
、
一
九
〇
五
年
萬
朝
報
に
入
社
、
一
九
一
八

年
に
は
東
京
日
日
新
聞
に
移
り
、
一
九
三
七
年
新
聞
社
を
引
退
し
た
。
弓
館
は
「
戰

時
體
制
版
」
の
中
で
『
西
遊
記
』
『
水
滸
傳
』
『
三
國
志
』
と
、
代
表
的
な
中
国

古
典
小
説
の
再
話
を
担
当
し
た
。
「
戰
時
體
制
版
」
の
『
西
遊
記
』
、
『
水
滸
傳
』

は
初
版
二
万
部
、
『
三
國
志
』
は
初
版
三
万
部
で
あ
る
。

（
六
六
）

弓
館
版
の
底
本
は
特
定
で
き
な
い
も
の
の
、
『
通
俗
三
國
志
』
と
一
致
す
る
部

分
が
あ
る
た
め
、
『
通
俗
三
國
志
』
を
参
照
し
た
こ
と
は
確
か
で
、
底
本
で
あ
る

可
能
性
も
高
い
。

（
六
七
）

桃
園
結
義
か
ら
諸
葛
亮
の
最
期
と
魏
延
の
謀
反
ま
で
を
描
い
て
お
り
、
諸
葛
亮

の
死
で
話
を
終
え
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
「
千
両
役
者
の
孔
明
丈
が
居
な
く
な
つ

て
は
、
讀
者
諸
君
に
も
、
大
し
て
興
味
が
な
か
ら
う
か
と
思
ひ
ま
し
て
…
…
」
と

（
六
八
）

吉
川
同
様
の
理
由
を
述
べ
て
い
る
。

弓
館
版
の
特
徴
は
、
流
行
言
葉
や
時
局
語
、
俗
語
を
大
量
に
導
入
し
、
読
み
や

す
さ
、
分
か
り
や
す
さ
に
徹
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
弓
館
自
身
、
前
書
き
で
読

み
や
す
さ
を
自
負
し
て
お
り
、
本
文
か
ら
も
分
か
り
や
す
さ
が
追
求
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
窺
え
る
。
例
と
し
て
、
赤
壁
の
戦
い
の
際
の
黄
蓋
に
つ
い
て
「
例
の
降
参

詐
欺
の
」
と
言
葉
を
補
っ
た
り
、
蜀
将
馬
忠
に
つ
い
て
「
（
關
羽
を
捕
へ
た
馬
忠

と
は
、
無
論
同
名
異
人
）
」
と
い
う
注
を
つ
け
た
り
と
い
っ
た
工
夫
が
挙
げ
ら
れ
る
。

（
六
九
）

ま
た
、
読
み
や
す
く
す
る
た
め
か
滑
稽
な
表
現
も
多
く
、
曹
洪
に
対
す
る
敵
軍

の
罵
り
言
葉
が
「
モ
シ
モ
シ
曹
洪
、
曹
洪
さ
ん
、
世
界
の
中
で
お
前
ほ
ど
、
臆
病

未
練
な
者
は
な
い
…
…
」
と
『
う
さ
ぎ
と
か
め
』
の
「
も
し
も
し
か
め
よ
」
で
始

（
七
〇
）

ま
る
メ
ロ
デ
ィ
を
な
ぞ
っ
て
い
る
箇
所
は
顕
著
な
例
で
あ
る
。
駄
洒
落
も
用
い
ら

れ
て
お
り
、
長
坂
坡
で
趙
雲
が
曹
操
軍
の
中
か
ら
阿
斗
を
救
い
出
す
場
面
で
は
、

「
〔
…
〕
夏
侯
恩
と
い
ふ
奴
。
〔
…
〕
「
青
釭
」
と
い
う
名
劍
を
授
か
つ
て
、
威
張

り
腐
つ
て
居
る
男
で
し
た
が
、
命
と
と
も
に
そ
の
劍
ま
で
取
ら
れ
て
し
ま
つ
た
の

は
、
之
は
ど
う
も
「
成
功
」
と
は
申
さ
れ
な
い
。
」
な
ど
、
固
有
名
詞
と
事
柄
を

（
七
一
）

合
わ
せ
て
掛
け
て
い
る
。

俗
語
や
口
語
も
盛
ん
に
盛
り
込
ま
れ
て
お
り
、
文
中
の
戯
画
的
な
色
彩
を
増
し

て
い
る
。
当
時
の
俗
語
や
口
語
表
現
の
例
と
し
て
「
越
中
褌
」
「
チ
ャ
ン
と
承
知

之
助
」
「
お
三
時
に
一
休
み
し
て
」
な
ど
が
あ
る
。

（
七
二
）

登
場
人
物
の
発
話
も
口
語
的
で
、
講
談
や
落
語
の
よ
う
な
表
現
に
な
っ
て
い
る
。

岡
本
版
な
ど
同
様
の
傾
向
を
持
つ
も
の
も
、
弓
館
版
に
比
べ
れ
ば
標
準
的
な
言
葉

遣
い
で
発
話
を
行
う
こ
と
か
ら
、
弓
館
版
の
個
性
は
際
立
っ
て
い
る
と
言
え
る
。

許
褚
の
「
よ
う
が
す
、
馬
力
を
か
け
て
一
ト
働
き
致
し
や
せ
う
。
」
や
張
飛
の
「
ヘ
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ン
、
ど
ん
な
も
ん
で
え
…
…
」
な
ど
、
武
将
の
言
葉
な
ら
比
較
的
違
和
感
も
少
な
い
。

（
七
三
）

し
か
し
、
諸
葛
亮
の
「
ウ
ワ
ツ
ハ
ハ
ハ
、
こ
ん
な
子
供
だ
ま
し
で
、
人
を
誑
か
さ

う
と
は
、
周
瑜
と
い
ふ
奴
は
、
呆
れ
返
つ
た
愚
か
者
だ
。
今
度
こ
そ
は
彼
奴
も
、

い
よ
い
よ
お
陀
佛
だ
ら
う
。
」
、
続
く
周
瑜
の
「
孔
明
の
古
狸
奴
、
た
う
と
う
俺

の
計
略
に
か
か
つ
た
わ
い
。
今
度
こ
そ
グ
ウ
と
も
云
へ
ぬ
目
を
見
せ
て
や
れ
る

ぞ
。
」
な
ど
の
表
現
は
、
他
の
再
話
が
両
者
の
知
的
側
面
を
強
調
し
て
い
る
の
と

（
七
四
）

は
対
照
的
で
、
智
略
を
尽
く
し
た
謀
略
戦
を
行
う
軍
師
と
知
将
の
言
葉
遣
い
と
は

受
け
取
り
に
く
く
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

カ
タ
カ
ナ
の
多
用
も
弓
館
版
の
特
徴
で
あ
る
。
「
〔
…
〕
戟
の
柄
に
プ
ツ
リ
、

紀
靈
は
呆
気
に
取
ら
れ
て
た
だ
目
を
パ
チ
ク
リ
―
―
」
「
〔
…
〕
ベ
ロ
ベ
ロ
デ
レ

デ
レ
で
テ
ン
デ
手
が
付
け
ら
れ
な
い
。
」
な
ど
、
擬
態
語･

擬
音
語
が
多
用
さ
れ

て
い
る
。
ル
ビ
の
振
り
方
に
も
特
色
が
見
ら
れ
る
。「
好
案
内
者
」
と
書
い
て
「
か

（
七
五
）

う
ガ
イ
ド
」
、
「
終
止
符
」
に
「
ピ
リ
オ
ド
」
と
ル
ビ
が
ふ
ら
れ
、
多
彩
な
表
現

（
七
六
）

を
取
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
カ
タ
カ
ナ
や
ル
ビ
は
、
創
作
時
に
弓
館
が
視
覚
的･

音
声
的
な
読
み
や
す
さ
や
楽
し
さ
を
求
め
て
い
た
こ
と
を
推
察
さ
せ
る
。

語
り
手
の
感
想
も
頻
繁
に
挟
ま
れ
る
。
顔
良
と
文
醜
に
つ
い
て
「
〔
…
〕
名
前

（
七
七
）

こ
そ
い
い
男
と
悪
い
男
み
た
い
だ
が
〔
…
〕
」
と
言
っ
た
り
、
諸
葛
亮
に
つ
い
て

「
秀
才
型
の
彼
で
す
か
ら
、
大
方
肺
病
の
気
が
あ
つ
た
の
で
せ
う
。
」
と
言
っ
た

り
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
語
り
手
の
感
想
や
思
い
つ
き
は
、
読
者
の
感
覚
と
重
な

（
七
八
）

る
部
分
も
多
く
、
弓
館
版
を
身
近
に
感
じ
さ
せ
る
効
果
が
あ
る
だ
ろ
う
。
吉
川
版

の
よ
う
に
附
言
を
つ
け
る
の
で
は
な
く
、
読
者
の
感
想
を
後
押
し
す
る
よ
う
な
語

り
手
の
介
入
が
さ
り
気
無
く
挟
ま
れ
る
こ
と
で
、
読
者
は
膝
を
打
ち
、
語
り
手
と

の
一
体
感
す
ら
覚
え
る
場
合
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
司
馬
徽
が
伏
龍
、
鳳
雛
の

具
体
名
を
伏
せ
る
場
面
で
は
、「
居
ら
ん
で
幸
ひ
、
若
し
張
飛
が
こ
こ
に
居
た
ら
、

無
論
こ
れ
は
拳
骨
も
の
で
せ
う
―
―
」
と
想
像
を
膨
ら
ま
せ
る
こ
と
で
、
読
者
を

（
七
九
）

楽
し
ま
せ
よ
う
と
し
て
い
る
よ
う
だ
。
「
馬
騰
と
い
ふ
の
は
、
讀
者
諸
君
も
ま
だ

御
記
憶
で
せ
う
。
」
「
〔
…
〕
古
往
今
來
、
戒
む
べ
き
は
婦
女
子
に
心
を
許
す
事
で

す
ぞ
。
」
な
ど
の
例
か
ら
は
、
読
者
を
意
識
し
た
語
り
手
の
姿
が
は
っ
き
り
と
表

（
八
〇
）

れ
て
お
り
、
本
文
全
体
が
敬
体
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
読
者
に
物
語
を
語

ろ
う
と
い
う
意
識
が
窺
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
弓
館
版
に
見
ら
れ
る
多
く
の
工
夫
は
、
読
者
を
強
く
意
識
し
人
を

楽
し
ま
せ
よ
う
と
い
う
書
き
手
の
態
度
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
、
他
の
著
作･

随
筆
に
も
通
じ
る
弓
館
の
独
自
性
と
言
え
よ
う
。
弓
館
版
は
、
徹
底
し
て
平
易
に
、

娯
楽
的
に
作
ら
れ
て
お
り
、
読
む
際
の
心
理
的
負
担
は
相
対
的
に
低
く
な
っ
て
い

る
。（

六
）
『
三
国
志
』
の
再
話

以
上
の
よ
う
に
、
一
九
三
八
年
か
ら
一
九
四
一
年
の
間
に
、
様
々
な
『
三
国
志

演
義
』
の
再
話
が
刊
行
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
性
格
や
表
現
手
法
が
異
な
っ

て
い
た
。

更
に
、
同
じ
よ
う
な
大
人
向
け
の
再
話
と
し
て
、
史
書
に
基
づ
い
た
読
み
物
も

刊
行
さ
れ
た
。
中
央
公
論
社
か
ら
一
九
三
九
年
六
月
に
出
版
さ
れ
た
大
場
彌
平
の

『
秋
風
五
丈
原
』
で
あ
る
。
前
半
は
「
漢
楚
軍
談
」
で
、
後
半
の
「
秋
風
五
丈
原
」

と
抱
き
合
わ
せ
に
さ
れ
て
い
る
。
「
秋
風
五
丈
原
」
は
、
後
漢
末
の
混
乱
か
ら
諸

葛
亮
の
死
ま
で
を
扱
う
歴
史
物
語
で
、
諸
葛
亮
の
評
伝
で
は
な
い
。
内
容
か
ら
底

本
は
『
三
国
志
演
義
』
で
は
な
く
史
書
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

（
八
一
）

同
様
に
、
田
中
久
『
兵
法
三
國
志
』
も
史
書
を
基
に
し
、
時
系
列
に
沿
っ
て
再

構
成
し
た
戦
史
研
究
書
で
あ
る
。
後
漢
の
衰
退
か
ら
赤
壁
の
戦
い
ま
で
を
扱
う
。

（
八
二
）

四
、
お
わ
り
に
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『
三
国
志
演
義
』
関
連
小
説
と
し
て
、
明
治
期
は
一
般
的
に
『
通
俗
三
國
志
』

が
老
若
問
わ
ず
読
ま
れ
て
い
た
が
、
二
十
世
紀
に
入
り
多
様
化
の
一
途
を
辿
っ
た
。

初
め
は
『
通
俗
三
國
志
』
に
基
づ
い
た
も
の
や
『
三
国
志
演
義
』
の
評
釈
書
が
中

心
だ
が
、
毛
宗
崗
本
の
翻
訳
や
子
ど
も
向
け
の
再
話
と
い
っ
た
『
通
俗
三
國
志
』

に
な
い
部
分
を
カ
バ
ー
す
る
著
作
が
出
現
す
る
。
そ
し
て
日
中
戦
争
が
始
ま
る
と
、

様
々
な
書
き
手
に
よ
っ
て
大
人
向
け
に
多
数
の
再
話
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

評
釈
、
翻
訳
及
び
子
ど
も
向
け
の
再
話
は
、
漢
学
者
と
児
童
文
学
の
書
き
手
に

よ
る
も
の
だ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
著
述
は
彼
ら
の
仕
事
の
範
疇
に
あ
り
、
『
三
国
志

演
義
』
は
漢
学
と
児
童
文
学
の
領
域
で
扱
わ
れ
て
い
た
。
一
方
、
日
中
戦
争
期
に

大
人
向
け
の
再
話
を
担
っ
た
人
々
は
、
英
語
教
師
、
大
衆
小
説
家
、
中
国
通
、
編

集
者
、
新
聞
記
者
と
多
様
で
、
書
き
手
の
個
性
が
意
識
さ
れ
た
上
で
『
三
国
志
演

義
』
の
再
話
が
広
く
出
版
さ
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、『
三
国
志
演
義
』

の
再
話
に
と
ど
ま
ら
ず
、
史
書
を
語
り
直
し
た
も
の
も
出
版
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
は
、
日
中
戦
争
期
に
お
け
る
「
三
国
志
」
熱
の
高
ま
り
が
窺
え
る
。

日
中
戦
争
期
に
「
三
国
志
」
が
注
目
さ
れ
た
の
は
、
日
中
戦
争
を
受
け
て
の
こ

と
だ
と
推
測
さ
れ
る
。
日
中
戦
争
の
性
格
か
ら
、
ア
ジ
ア
の
同
胞
で
あ
る
中
国
へ

の
関
心
が
日
本
国
内
で
高
ま
り
、
出
版
が
そ
れ
に
応
え
よ
う
と
す
る
状
況
下
で
、

『
三
国
志
演
義
』
は
、
読
み
や
す
い
大
衆
文
芸
と
し
て
日
本
で
も
長
く
受
容
さ
れ

て
き
た
た
め
読
者
の
興
味
が
見
込
め
る
こ
と
、
戦
史
で
あ
り
実
際
の
戦
況
と
地
名

が
重
な
っ
て
お
り
、
人
物
像
も
重
ね
ら
れ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
多
数
の
再
話
が
出

版
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
八
三
）

本
稿
で
示
し
た
よ
う
に
、
日
中
戦
争
期
に
は
多
様
な
『
三
国
志
演
義
』
の
再
話

が
登
場
し
た
。
戦
後
、
吉
川
版
や
岡
本
版
、
野
村
版
は
再
刊
さ
れ
、
吉
川
版
を
中

心
に
多
く
の
読
者
を
獲
得
し
た
。
読
者
は
「
三
国
志
」
に
触
れ
る
際
に
『
通
俗
三

國
志
』
以
外
の
再
話
も
簡
単
に
選
択
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
日
中
戦

争
期
に
出
版
さ
れ
た
『
三
国
志
演
義
』
の
再
話
が
、
戦
後
の
『
三
国
志
演
義
』
受

容
の
基
礎
を
成
し
た
と
言
え
よ
う
。

戦
後
の
『
三
国
志
演
義
』
の
再
話
の
展
開
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
課
題
と
し
た

い
。

《

注

》

（
一
）
本
稿
で
は
、
『
三
国
志
演
義
』
全
般
を
指
し
『
三
国
志
演
義
』
と
表
記
す
る
。
版
本

の
違
い
は
必
要
に
応
じ
附
言
し
、
各
版
本
の
呼
称
及
び
引
用
は
、
周
文
業
氏
「
中
国

古
代
小
説
数
字
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
拠
る
。
『
三
国
志
演
義
』
や
史
書
『
三
国
志
』
を

含
み
、
広
く
三
国
時
代
に
纏
わ
る
言
説
を
指
す
場
合
は
「
三
国
志
」
と
表
記
す
る
。

ま
た
、
原
文
と
対
照
で
き
る
も
の
を
翻
訳
、
そ
の
他
の
省
略
や
意
訳
を
含
む
も
の
を

再
話
と
呼
ぶ
。

（
二
）
後
掲
注
（
七
）
参
照
。
『
中
外
商
業
新
報
』
の
合
併
に
よ
り
、
タ
イ
ト
ル
が
変
わ
っ

て
い
る
が
、
単
行
本
で
は
『
三
國
志
』
と
い
う
題
名
で
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
た
め
、

本
稿
も
そ
れ
に
倣
う
。
以
下
、
吉
川
版
と
す
る
。

（
三
）
「
「
三
国
志
」
と
は
こ
ん
な
に
面
白
い
も
の
か
、
と
お
わ
か
り
に
な
っ
た
ら
、
あ
ら
た

め
て
「
吉
川
三
国
志
」
を
お
読
み
に
な
る
と
い
い
（
柴
田
錬
三
郎
『
三
國
志
』
（
世
界

の
国
民
文
学
①
、
鱒
書
房
、
一
九
五
五
年
）
、
二
四
七
頁
）
。
」

（
四
）
一
九
八
〇
年
代
に
は
、
「
三
国
志
」
に
つ
い
て
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
受
け
た
六
人
中
五

人
が
、
吉
川
版
を
読
ん
だ
と
い
う
（
「
部
課
長
に
き
く
、
わ
が
「
三
国
志
」
体
験
」（
『w

i
l
l

』
六
月
特
別
号
、
一
九
八
五
年
六
月
）
、
五
六
～
五
九
頁
）
。
戦
後
に
『
三
国
志
演

義
』
の
再
話
を
行
っ
た
作
家
た
ち
も
、
吉
川
版
を
意
識
し
て
い
る
。
陳
舜
臣
「
『
諸
葛

孔
明
』
で
吉
川
三
国
志
の
宿
題
を
提
出
」
［
吉
川
英
治
記
念
館
編
『
吉
川
英
治
歴
史
小

説
の
世
界

―
壮
大
な
る
ロ
マ
ン
の
魅
力
』
（
吉
川
英
治
記
念
館
、
一
九
九
二
年
）
、
六

五
頁
］
、
北
方
謙
三
『
三
国
志
の
英
傑
た
ち
』
（
角
川
春
樹
事
務
所
、
二
〇
〇
六
年
）
、

十
三
、
十
六
頁
な
ど
。

（
五
）
『
通
俗
三
國
志
』
は
、
博
文
館
編
輯
局
編
『
通
俗
三
國
志
』
第
一
～
六
巻
（
博
文
館

文
庫
一
五
三
～
一
五
八
、
博
文
館
、
一
九
四
〇
年
）
に
拠
り
、
引
用
も
同
書
か
ら
行
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っ
た
。
必
要
に
応
じ
他
の
も
の
も
参
照
し
た
。

（
六
）
石
崎
又
造
「
近
世
俗
語
文
學
書
目
年
表
」
『
支
那
俗
語
文
學
史
』
（
弘
文
堂
書
房
、
一

九
四
〇
年
、
再
版
、
一
九
四
三
年
）
、
四
一
四
～
四
四
三
頁
、
雑
喉
潤
『
三
国
志
と
日

本
人
』
（
講
談
社
、
二
〇
〇
二
年
）
、
中
林
史
朗
「
日
本
人
に
於
け
る
三
國
志
と
は

―

見
る
の
か
、
讀
む
の
か
、
江
戸
か
ら
現
代
ま
で
」
（
『
大
東
文
化
大
学
漢
学
会
誌
』
四

八
号
、
二
〇
〇
九
年
）
、
二
三
七
～
二
七
四
頁
、
上
田
望
「
日
本
に
お
け
る
『
三
国
演

義
』
の
受
容
（
前
篇
）

―
翻
訳
と
挿
図
を
中
心
に
―
」
（
『
金
沢
大
学
中
国
語
学
中
国

文
学
教
室
紀
要
』
九
巻
、
二
〇
〇
六
年
）
、
一
～
四
三
頁
。

（
七
）
出
版
年
順
の
書
誌
情
報
は
以
下
の
通
り
。

井
上
新
一
郎
編
『
支
那
小
説
譯
解
』
第
十
一
號
（
東
海
義
塾
、
一
九
〇
〇
年
三
月

1五
日
）

二
一
㎝

和
装

久
保
天
隨
『
三
國
志
演
義
』
（
支
那
文
學
評
釈
叢
書

第
一
巻
、
隆
文
館
、
一
九
〇

2六
年
）

二
三
㎝

幸
田
成
行
校
訂
『
通
俗
三
國
志
』
全
八
巻
（
日
本
文
藝
叢
書
、
東
亞
堂
、
一
九
一

3a一
年
）

一
六
㎝

幸
田
露
伴
校
訂
『
通
俗
三
國
志
』
全
八
巻
（
日
本
文
藝
叢
書
、
日
本
文
藝
叢
書

3b刊
行
會
、
一
九
二
七
年
）

一
六
㎝

伊
藤
銀
月
『
三
國
志
物
語
』
（
日
高
有
倫
堂
、
一
九
一
一
年
）

二
二
㎝

4a

伊
藤
銀
月
『
三
國
志
物
語
』
（
成
光
舘
、
一
九
一
四
年
）

二
二
㎝

4b

久
保
天
隨
『
新
譯
／
演
義
三
国
志
』
上
下
（
新
譯
漢
文
叢
書

第
十
二
～
十
三
編
、

5至
誠
堂
、
一
九
一
二
年
）

一
六
㎝

久
保
訳
と
す
る
。

最
上
哲
夫
『
三
國
志
物
語
』（
世
界
名
篇
物
語
叢
書
六
、
金
蘭
社
、
一
九
二
六
年
）

6a

二
〇
㎝

最
上
哲
夫
『
少
年
三
國
志
』
（
世
界
名
著
文
庫
、
金
蘭
社
、
一
九
三
一
年
）

二

6b〇
㎝

岡
本
成
蹊
『
新
譯
三
國
志
』
（
八
紘
社
、
一
九
三
九
年
）

一
九
㎝

岡
本
版
と

7す
る
。吉

川
英
治
『
三
國
志
』
［
『
中
外
商
業
新
報
』
一
九
三
九
年
八
月
二
六
日
夕
刊
～
一

8

九
四
二
年
十
月
三
十
日
夕
刊
］
、
吉
川
英
治
『
新
編
三
國
志
』［
『
日
本
産
業
経
済
新
聞
』

一
九
四
二
年
十
一
月
三
日
夕
刊
～
一
九
四
三
年
九
月
五
日
夕
刊]

村
上
知
行
『
三
國
志
物
語
』
第
一
巻
～
第
三
巻
（
中
央
公
論
社
、
一
九
三
九
年
十

9一
、
十
二
月
、
一
九
四
〇
年
二
月
）

二
〇
㎝

村
上
版
と
す
る
。

野
村
愛
正
『
三
國
志
物
語
』
（
大
日
本
雄
辯
會
講
談
社
、
一
九
四
〇
年
、
四
版
、

10一
九
四
一
年
）

十
九
㎝

野
村
版
と
す
る
。

長
坂
金
雄
『
三
國
志
』（
物
語
近
世
文
學

第
十
五
巻
、
雄
山
閣
、
一
九
四
〇
年
）

11
二
三
㎝

雄
山
閣
版
と
す
る
。

弓
館
芳
夫
『
三
國
志
』
（
第
一
書
房
、
一
九
四
一
年
）

十
九
㎝

弓
館
版
と
す

12る
。

（
八
）
成
行
は
、
露
伴
の
本
名
。
長
尾
直
茂
「
通
俗
物
研
究
史
略

―
附
『
通
俗
三
國
志
』

解
題
―
」
（
『
漢
文
學
解
釋
與
研
究
』
一
号
、
一
九
九
八
年
）
、
四
八
頁
。
解
題
の
内
容

は
、
中
川
諭
「
幸
田
露
伴
と
中
国
古
典
小
説
」
（
『
季
刊
日
本
思
想
史
』
五
七
号
、
二

〇
〇
〇
年
）
、
四
四
～
五
十
頁
に
詳
し
い
。

（
九
）
今
回
確
認
で
き
た
も
の
は
、
第
一
號
（
一
八
九
八
年
三
月
二
十
日
）
及
び
第
十
一
號

（
一
九
〇
〇
年
三
月
五
日
）
で
あ
る
。
第
十
一
號
の
時
点
で
発
行
に
遅
れ
が
生
じ
て

い
た
よ
う
だ
が
（
同
奥
附
）
、
以
降
の
発
行
状
況
な
ど
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
『
支

那
小
説
譯
解
』
及
び
井
上
碩
田
に
つ
い
て
は
、
高
島
俊
男
『
水
滸
伝
と
日
本
人
』
（
大

修
館
書
店
、
一
九
九
一
年
）
、
二
五
五
～
二
五
六
頁
で
解
説
さ
れ
て
い
る
。

（
一
〇

）
「<

座
談
会>

『
三
國
志
演
義
』
研
究
を
め
ぐ
っ
て
（
井
上
泰
山･

上
田
望･

金
文
京･

小

松
謙･

中
川
諭･

竹
内
真
彦
）
」
（
『
未
名
』
二
四
号
、
二
〇
〇
六
年
）
で
は
、
一
九
〇
六

年
の
久
保
天
随
訳
が
本
邦
初
の
毛
宗
崗
本
の
翻
訳
で
あ
り
、
明
治
初
の
『
三
国
志
演

義
』
の
翻
訳
だ
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

（
一
一

）
同
じ
「
新
譯
漢
文
叢
書
」
に
収
め
ら
れ
た
久
保
天
隨
『
新
譯
／
水
滸
傳
』
は
、
江
戸

旧
訳
を
写
す
中
で
旧
訳
が
飛
ば
し
た
と
こ
ろ
を
補
っ
た
と
さ
れ
る
が
（
高
島
注
（
九
）

書
三
〇
四
頁
）
、
『
演
義
三
國
志
』
で
は
、
『
通
俗
三
國
志
』
と
底
本
も
異
な
り
、
引
き

写
し
で
は
な
い
。

（
一
二

）
幼
い
吉
川
が
寝
ず
に
読
ん
だ
原
書
と
い
う
こ
と
か
ら
、
注
釈
書
で
は
な
く
、
こ
の
翻
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訳
版
だ
と
思
わ
れ
る
（
吉
川
英
治
『
三
國
志
』
巻
の
一
（
大
日
本
雄
辯
會
講
談
社
、

一
九
四
〇
年
）
、
四
頁
）
。

（
一
三

）
久
保
訳
の
翌
年
か
ら
『
資
治
通
鑑
』
魏
紀
の
和
訳
も
出
て
い
る
。
黄
巾
の
乱
か
ら
後

漢
滅
亡
ま
で
を
扱
う
笹
川
種
郎
校
『
英
雄
經
』
（
敬
文
館
、
一
九
一
三
年
）
及
び
、
続

く
黄
初
元
年
か
ら
咸
熙
元
年
ま
で
を
扱
う
笹
川
種
郎
校
『
三
國
時
代
と
諸
葛
孔
明
』（
敬

文
館
、
一
九
一
四
年
）
で
あ
る
。
訳
者
は
秋
野
淡
香
で
、
文
語
文
で
書
か
れ
頭
注
が

附
い
て
い
る
。

（
一
四

）
「
物
語
の
圧
倒
的
な
迫
力
を
前
に
し
て
、
児
童
書
、
一
般
書
の
区
別
は
、
あ
ま
り
意

味
を
も
た
な
か
っ
た
よ
う
だ
（
児
童
文
学
翻
訳
大
事
典
編
集
委
員
会
編
『
図
説

児
童

文
学
翻
訳
大
事
典
』
（
大
空
社
、
二
〇
〇
七
年
）
、
二
六
七
頁
）
。
」
と
も
言
わ
れ
て
お

り
、
野
村
版
や
、
桑
原
武
夫
『
新
唐
詩
選
続
篇
』
（
岩
波
書
店
、
一
九
五
四
年
）
、
吉

川
幸
次
郎
『
三
國
志
實
録
』（
筑
摩
書
房
、
一
九
六
二
年
）
な
ど
に
も
、
幼
い
頃
に
『
通

俗
三
國
志
』
を
読
ん
で
い
た
と
書
か
れ
て
い
る
。

（
一
五

）
「
世
界
名
篇
物
語
叢
書
」
は
少
年
少
女
向
け
だ
と
明
記
さ
れ
て
お
り
、
児
童
書
で
あ

る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。

（
一
六

）
講
談
社
の
児
童
文
学
シ
リ
ー
ズ
に
つ
い
て
は
、
佐
藤
宗
子
「
解
説
」
［
尾
崎
秀
樹･

小

田
切
進･

紀
田
順
一
郎
監
修
、
佐
藤
宗
子
編
『
少
年
翻
訳
小
説
集
』
（
少
年
小
説
体
系

第
二
六
巻
、
三
一
書
房
、
一
九
九
五
年
）
］
、
五
一
五
～
五
一
七
頁
に
詳
し
い
。

（
一
七

）
例
え
ば
、
野
村
版
一
三
六
頁
、
注
（
五
）
所
掲
書
三
・
六
一
頁
。

（
一
八

）
野
村
版
一
六
六
頁
。

（
一
九

）
九
万
本
と
す
る
の
は
、
共
同
出
版
株
式
會
社
校
訂
『
校
刻
／
通
俗
三
國
志
』
（
共
同

出
版
株
式
會
社
、
一
九
〇
九
年
）
、
早
稻
田
大
學
出
版
部
編
『
通
俗
二
十
一
史
』
第
四

巻
（
早
稻
田
大
學
出
版
部
、
一
九
一
一
年
）
、
三
浦
理
編
『
通
俗
三
國
志
』
中
（
有
朋

堂
書
店
、
一
九
一
二
年
）
な
ど
。
一
方
、
博
文
館
編
輯
局
校
訂
『
校
訂
通
俗
三
國
志
』

上
（
帝
国
文
庫
第
十
一
編
、
博
文
館
、
一
八
九
三
年
、
十
四
版
、
一
九
一
〇
年
）
や
、

注
（
七
）
所
掲
書

三
巻
な
ど
は
十
万
本
と
な
っ
て
い
る
。

3b

共
同
出
版
株
式
會
社
の
翻
刻
本
に
つ
い
て
は
、
高
島
注
（
九
）
書
二
四
四
～
二
四
六
頁

に
、
訓
点
本
に
つ
い
て
は
、
同
二
五
八
～
二
五
九
頁
に
解
説
が
あ
る
。

（
二
〇

）
例
え
ば
、
雄
山
閣
版
に
は
、
野
村
版
が
描
く
関
索
が
登
場
せ
ず
、
逆
に
、
野
村
版
は
、

雄
山
閣
版
が
描
く
、
関
羽
を
華
陀
が
治
療
す
る
場
面
で
の
華
陀
の
名
乗
り
が
な
い
（
野

村
版
二
三
八
、
二
七
四
頁
。
雄
山
閣
版
一
八
三
、
二
〇
一
頁
）
。

（
二
一

）
鳥
越
信
「
戦
時
下
の
児
童
文
学
」
（
『
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
』
四
八
巻
十
一
号
、
一
九

八
三
年
）
、
一
七
二
～
一
七
五
頁
。

（
二
二

）
野
村
版
、
野
村
愛
正
『
三
國
志
物
語
』
（
少
國
民
名
作
文
庫
、
大
日
本
雄
辯
會
講
談

社
、
一
九
四
六
年
）
、
同
『
三
国
志
物
語
』
（
世
界
名
作
文
庫
、
大
日
本
雄
弁
会
講
談

社
、
一
九
四
九
年
）
、
同
『
三
国
志
物
語
』
（
世
界
名
作
全
集
、
大
日
本
雄
弁
会
講
談

社
、
一
九
五
二
年
）
。

谷
沢
永
一
「
解
説

―
乱
世
を
駆
け
抜
け
た
勇
者
た
ち
」
［
野
村
愛
正
『
三
国
志
物
語

男
は
、
こ
う
生
き
こ
う
死
ん
だ
』
（
ク
レ
ス
ト
社
、
一
九
九
三
年
）
］
で
は
、
一
九
四

六
年
版
で
書
き
換
え
が
な
さ
れ
た
と
す
る
（
同
四
～
五
頁
）
。
雑
喉
注
（
六
）
書
も
同

様
の
見
解
を
示
す
（
同
二
〇
五
～
二
〇
六
頁
）
。

（
二
三

）
大
場
彌
平
『
秋
風
五
丈
原
』
（
中
央
公
論
社
、
一
九
三
九
年
）
。
大
場
彌
平
は
、
一
八

八
三
年
、
宮
城
県
仙
台
市
生
ま
れ
の
軍
人
、
評
論
家
。
詳
し
く
は
、
大
場
彌
平
「
講

者
自
傳
」
［
公
田
連
太
郎･

大
場
彌
平
『
孫
子
の
兵
法
』
（
兵
法
全
集
第
一
巻
、
中
央
公

論
社
、
一
九
三
五
年
）
、
月
報
二
頁
］
、
大
場
弥
平･

上
田
修
一
郎
『
ナ
ポ
レ
オ
ン
戦
略
』

（
甲
陽
書
房
、
一
九
六
六
年
）
、
五
八
六
～
五
八
八
頁
）
な
ど
。

（
二
四

）
吉
川
版
の
先
行
研
究
は
、
本
項
（
二
）
を
参
照
。

桑
原
武
夫
「
三
國
志
の
た
め
に

―
吉
川
幸
次
郎
君
に
―
」
（
『
文
藝
』
一
九
四
二
年

八
月
）
、
四
頁
。［
『
桑
原
武
夫
全
集
』
第
三
巻
（
朝
日
新
聞
社
、
一
九
六
八
年
）
所
収
］

で
は
、
村
上
版
の
洗
練
化
、
弓
館
版
の
簡
略
化
、
吉
川
版
の
独
自
化
を
指
摘
し
、
更

に
、
共
通
す
る
傾
向
を
現
代
化
常
識
化
と
ま
と
め
た
上
で
、
長
さ
や
反
復
、
定
型
の

繰
り
返
し
と
い
う
『
通
俗
三
國
志
』
の
長
所
が
失
わ
れ
て
い
る
と
し
て
、
村
上
版
、

弓
館
版
、
吉
川
版
を
批
判
す
る
。

中
林
注
（
六
）
論
文
二
五
〇
～
二
五
一
頁
。

（
二
五

）
岡
本
成
二
『
新
譯
三
國
志
』
（
杉
山
書
店
、
一
九
四
九
年
）
。
岡
本
成
二
に
つ
い
て
は

不
明
だ
が
、
成
蹊
や
岡
本
版
の
表
紙
に
書
か
れ
た
京
三
と
名
が
似
通
っ
て
お
り
、
本
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文
も
殆
ど
同
じ
な
の
で
、
同
一
人
物
と
考
え
て
差
し
支
え
な
い
だ
ろ
う
。

（
二
六

）
岡
本
成
蹊
教
授
傘
寿
記
念
論
文
集
編
集
委
員
会
『
英
米
文
学
語
学
論
叢

―
岡
本
成

蹊
教
授
傘
寿
記
念
論
文
集
―
』
（
桐
原
書
店
、
一
九
八
四
年
）
、
三
二
二
頁
。
『
新
譯
三

國
志
』
も
同
目
録
で
は
『
新
釈
三
國
志
』
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
『
新
譯
漢
楚
軍

談
』
で
あ
っ
た
可
能
性
も
高
い
が
、
確
認
で
き
な
か
っ
た
。

（
二
七

）
同
上
書
ⅳ
頁
、
森
納
『
続
、
因
伯
の
医
師
た
ち
』
（
綜
合
印
刷
出
版
株
式
会
社
、
一

九
八
五
年
）
、
一
四
四
～
一
四
五
頁
。

（
二
八

）
岡
本
版
三
八
六
頁
。
中
川
諭
『
『
三
國
志
演
義
』
版
本
の
研
究
』
（
汲
古
書
院
、
一
九

九
八
年
）
。

（
二
九

）
岡
本
版
八
九
頁
。

（
三
〇

）
赤
壁
の
戦
い
の
前
哨
戦
で
、
『
三
国
志
演
義
』
で
描
か
れ
る
諸
葛
亮
の
活
躍
が
殆
ど

削
ら
れ
て
い
る
た
め
、
周
瑜
は
東
南
の
風
を
起
こ
し
た
一
点
だ
け
で
、
同
盟
相
手
の

軍
師
で
あ
る
諸
葛
亮
の
殺
害
を
計
画
す
る
。
『
三
国
志
演
義
』
で
は
、
諸
葛
亮
の
智
謀

が
何
度
か
示
さ
れ
る
の
で
周
瑜
の
行
動
も
理
解
さ
れ
や
す
い
が
、
岡
本
版
で
は
些
か

唐
突
な
印
象
を
与
え
か
ね
な
い
（
同
上
書
二
四
四
～
二
五
一
頁
）
。

（
三
一

）
同
上
書
五
五
頁
。

（
三
二

）
安
喜
県
の
役
所
を
督
郵
が
占
拠
し
た
場
面
で
、
張
飛
が
番
卒
を
退
け
る
際
「
〔
…
〕

ガ
ツ
と
張
り
飛
ば
し
た
。
全
く
そ
の
名
前
の
通
り
で
あ
る
（
同
上
書
十
九
頁
）
。
」
と

書
く
。

（
三
三

）
同
上
書
三
九
～
四
一
頁
。
閲
読
し
た
明
治
大
学
所
蔵
本
で
は
、
「
こ
れ
を
思
へ
ば
」

か
ら
「
そ
の
任
務
で
あ
ら
う
」
ま
で
に
赤
線
が
引
か
れ
て
お
り
、
当
時
の
読
者
も
気

に
留
め
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

（
三
四

）
同
上
書
四
二
三
頁
。

（
三
五

）
同
上
書
一
〇
五
、
一
七
七
頁
。

（
三
六

）
吉
川
英
治
記
念
館
編
『
吉
川
英
治
小
説
作
品
目
録

改
訂
版
』
（
財
団
法
人
吉
川
英
治

国
民
文
化
振
興
会
、
一
九
九
二
年
）
、
二
四
、
三
二
頁
。

『
中
外
商
業
新
報
』
は
一
九
四
二
年
十
一
月
に
『
経
済
時
事
新
報
』
と
合
併
し
、『
日

本
産
業
経
済
新
聞
』
と
な
り
、
一
九
三
四
年
に
は
、
大
阪
と
併
せ
十
七
万
部
発
行
さ

れ
て
い
た
。
更
に
一
九
四
三
年
六
月
に
、
四
万
部
発
行
の
『
日
刊
工
業
新
聞
』
と
合

併
し
た
（
日
本
経
済
新
聞
社
社
史
編
纂
室
編
『
日
本
経
済
新
聞
八
十
年
史
』
（
日
本
経

済
新
聞
社
、
一
九
五
六
年
）
、
四
三
一
～
四
三
二
頁
）
。

（
三
七

）
城
塚
朋
和
「
吉
川
英
治
「
三
国
志
」
」
（
『
大
衆
文
学
研
究
』
一
一
三
号
、
一
九
九
七

年
三
月
）
、
十
七
頁
。

（
三
八

）
松
本
氏
は
、
吉
川
文
学
に
お
け
る
『
三
國
志
』
の
重
要
性
を
指
摘
す
る
（
松
本
昭
「
吉

川
英
治

そ
の
人
生
の
歩
み
と
作
品
の
関
連
」
（
『
本
の
本
』
、
一
九
七
六
年
五
月
号
）
、

十
四
～
十
八
頁
、
同
「
「
三
国
志
」
茶
話
」[

吉
川
英
治
『
吉
川
英
治
文
庫
八
五

三
国

志
（
八
）
』
（
講
談
社
、
一
九
七
五
年
）
、
三
六
六
～
三
七
五
頁]

）
。

（
三
九

）
雑
喉
注
（
六
）
書
及
び
、
邱
岭･

吴
芳
龄
『
三
国
演
义
在
日
本
』（
宁
夏
人
民
出
版
社
、

二
〇
〇
六
年
）
な
ど
。

（
四
〇

）
吉
川
英
治
記
念
館
編
『
吉
川
英
治

人
と
文
学
』
（
講
談
社
、
二
〇
〇
六
年
）
、
四
十

～
四
三
頁
な
ど
。

（
四
一

）
装
丁
は
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
の
一
八
八
五
年
、
覚
張
栄
三
郎
発
行
の
和
装
本
と
同

一
だ
が
、
本
文
の
版
組
は
異
な
っ
て
い
る
。
綴
じ
直
さ
れ
て
い
る
た
め
、
出
版
社
、

出
版
年
は
不
明
で
あ
る
。

（
四
二

）
残
っ
て
い
る
の
は
四
編
巻
之
一
か
ら
巻
之
十
、
五
編
巻
之
四
か
ら
巻
之
十
、
六
編
巻

之
一
か
ら
巻
之
七
で
あ
る
。

（
四
三

）
村
上
版
に
書
き
込
ま
れ
た
吉
川
版
の
回
数
が
新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
日
は
、
村
上
版
第

一
巻
の
発
行
よ
り
後
で
あ
る
た
め
、
吉
川
は
執
筆
時
に
村
上
版
を
参
照
し
た
可
能
性

が
高
い
。
物
語
の
後
半
部
分
の
回
数
が
書
き
込
ま
れ
て
い
る
『
校
訂
通
俗
三
國
志
』

は
、
前
半
が
残
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
村
上
版
と
並
べ
て
参
照
さ
れ
た
の
か
は
不
明

で
あ
る
。
村
上
版
へ
の
書
き
込
み
箇
所
は
資
料
一
参
照
。
村
上
の
他
の
著
作
は
所
蔵

さ
れ
て
い
な
い
。

（
四
四

）
雑
喉
注
（
六
）
書
一
四
二
頁
。
該
当
箇
所
は
久
保
訳
よ
り
も
『
通
俗
三
國
志
』
に
近

い
が
、
吉
川
の
蔵
書
の
い
ず
れ
と
も
合
致
し
な
い
。

「
そ
の
姿
を
「
演
義
三
國
志
」
の
原
書
は
か
う
書
い
て
ゐ
る
。
／
―
―
香
象
の
海
を

わ
た
り
て
、
波
を
開
け
る
が
ご
と
く
、
大
軍
わ
か
れ
て
、
當
る
者
と
て
な
き
中
を
、
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／
薙
ぎ
拂
ひ
て
ぞ
通
り
け
る
（
吉
川
版
、
一
九
四
一
年
三
月
二
十
日
夕
刊
）
。
」

「
香
象
の
海
を
わ
た
り
て
、
波
の
開
け
る
が
ご
と
く
、
両
方
へ
ば
つ
と
散
乱
し
け
れ

ば
直
ち
に
顔
良
に
出
あ
ひ
只
一
刀
に
斬
て
落
し
〔
…
〕
（
月
の
舎
秋
里
編
述
『
通
俗
絵

本
三
國
志
』
、
七
八
ウ
、
吉
川
英
治
記
念
館
所
蔵
）
。
」

「
香
象
ノ
海
ヲ
渡
テ
波
ノ
開
ル
ガ
如
ク
、
兩
旁
ヘ
分
レ
テ
通
シ
タ
リ
顔
良
コ
レ
ヲ
見

テ
彼
ハ
玄
德
ノ
弟
關
羽
ニ
非
ズ
ヤ
ト
近
付
テ
問
ン
ト
ス
ル
ニ
關
羽
ハ
既
ニ
馳
來
リ
只

一
刀
ニ
斬
テ
落
シ
〔
…
〕
（
永
井
徳
鄰
『
通
俗
演
義
三
國
志
』
（
須
原
屋
茂
兵
衛
等
、

一
八
七
七
年
）
、
二
四
ウ
）
。
」

「
香
象
の
海
を
わ
た
り
て
。
波
の
開
け
る
が
ご
と
く
。
兩
方
へ
ば
つ
と
分
れ
て
。
中

を
ひ
ら
い
て
通
し
け
り
。
顔
良
こ
れ
を
見
て
。
玄
德
の
弟
。
關
羽
に
て
は
な
き
か
と

思
ひ
ち
か
く
な
り
て
問
は
ん
と
し
け
る
に
。
は
や
關
羽
が
馬
。
つ
と
馳
來
り
。
た
ゞ

一
刀
に
き
つ
て
落
す
（
博
文
館
編
輯
局
校
訂
『
校
訂
通
俗
三
國
志
』
上
（
博
文
館
、

一
八
九
三
年
）
、
四
五
五
頁
）
。
」

「
香
象
の
海
を
渡
て
波
の
開
る
が
如
、
兩
旁
へ
颰
と
分
れ
て
中
を
開
て
通
し
け
り
。

顔
良
こ
れ
を
見
て
、
彼
は
玄
德
の
弟
關
羽
に
て
は
無
か
と
思
ひ
、
近
く
成
て
問
ん
と

し
け
る
に
、
早
關
羽
が
馬
つ
と
馳
來
り
、
只
一
刀
に
斬
て
落
す
（
三
浦
理
編
『
通
俗

三
國
志
』
上
（
有
朋
堂
書
店
、
一
九
一
二
年
）
、
五
〇
三
頁
）
。
」

「
〔
…
〕
敵
軍
は
波
浪
の
二
つ
に
開
く
が
如
く
、
左
右
に
裂
か
れ
た
。
そ
の
中
間
を
、

關
羽
は
ま
つ
し
ぐ
ら
に
走
る
。
そ
の
鳳
目
は
圓
く
睜
ら
れ
、
そ
の
蠶
の
如
き
眉
は
逆

に
立
つ
て
ゐ
る
。
流
石
の
顔
良
も
恐
れ
を
な
し
た
の
で
あ
ら
う
、
我
に
も
あ
ら
ず
、『
誰

だ
ツ
？
』
と
叫
ば
う
と
し
た
が
、
そ
の
矢
先
、
早
く
も
赤
兎
馬
が
彼
を
目
が
け
て
跳

り
か
ゝ
つ
た
。
同
時
に
關
羽
の
手
に
靑
龍
偃
月
刀
が
閃
い
て
、
顏
良
は
ド
ッ
と
ば
か

り
、
血
煙
と
共
に
倒
れ
た
（
村
上
版
一
・
三
〇
一
～
三
〇
二
頁
）
。
」

「
波
開
き
浪
裂
く
る
が
如
く
、
そ
の
勢
に
恐
れ
、
兩
方
へ
ば
つ
と
分
れ
、
中
を
開
い

て
通
し
け
れ
ば
、
關
公
、
直
に
顏
良
に
打
つ
て
蒐
る
に
、
顏
良
、
こ
の
時
、
麾
蓋
の

下
に
居
て
、
關
公
の
衝
き
來
り
し
を
見
、
誰
ぞ
と
問
は
む
と
す
る
間
も
あ
ら
せ
ず
、

關
公
の
赤
兎
馬
は
や
く
面
前
に
驅
け
來
り
し
か
ば
、
顏
良
手
を
措
く
に
及
ば
ず
、
忽

ち
雲
長
の
一
刀
に
馬
よ
り
下
に
衝
き
落
さ
れ
〔
…
〕
（
久
保
訳
上
、
四
五
九
頁
）
」

（
四
五

）
吉
川
版
、
一
九
四
三
年
八
月
二
十
日
夕
刊
。

（
四
六

）
前
掲
の
も
の
に
加
え
、
中
田
耕
治
「
「
三
国
志
」
と
二
人
の
作
家

吉
川
英
治
と
柴
田

錬
三
郎
の
作
品
を
比
べ
て
」
（
『
週
刊
読
書
人
』
一
九
六
六
年
三
月
三
一
日
）
、
尾
崎
秀

樹
「
三
国
志
を
書
い
た
理
由
は
」
（
『
図
書
新
聞
』
一
九
六
六
年
八
月
十
三
日
）
、
木
村

一
信
「
日
本
に
お
け
る
諸
葛
孔
明
像
（
二
）

―
明
治
以
後
」
［
加
地
伸
行
『
諸
葛
孔

明
の
世
界
』
（
新
人
物
往
来
社
、
一
九
八
三
年
）
］
、
立
間
祥
介
「
「
三
国
志
」
「
三
国
志

演
義
」
と
吉
川
「
三
国
志
」（
一
）
～
（
四
）
」［
吉
川
英
治
『
三
国
志
』（
五
）
～
（
八
）

（
吉
川
英
治
歴
史
時
代
文
庫
三
七
～
四
十
、
講
談
社
、
一
九
八
九
年
）
］
、
井
波
律
子

「
日
本
人
と
諸
葛
亮
」
（
『
月
刊
し
に
か
』
一
九
九
四
年
四
月
号
）
な
ど
。

合
理
化
や
人
物
像
の
刷
新
と
い
っ
た
吉
川
版
の
特
徴
は
、
吉
川
版
だ
け
で
な
く
、
同

時
代
の
他
の
再
話
に
も
見
ら
れ
る
。
詳
細
は
、
拙
稿
「
日
中
戦
争
期
に
お
け
る
『
三

国
志
演
義
』
再
話
の
特
色
」
（
『
比
較
文
学
・
文
化
論
集
』
二
九
号
、
二
〇
一
二
年
）

参
照
。

（
四
七

）
村
上
自
身
は
、
支
那
通
、
評
論
家
、
文
藝
家
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
小
説
家
、
エ
ッ

セ
イ
ス
ト
等
と
呼
ば
れ
て
も
困
る
と
述
べ
て
い
る
が
（
村
上
知
行
『
大
陸
』
（
大
阪
屋

號
書
店
、
一
九
四
〇
年
）
、
一
～
三
頁
）
、
出
版
社
及
び
読
者
は
、
村
上
を
中
国
通
と

見
做
し
て
い
た
だ
ろ
う
。

（
四
八

）
村
上
知
行
『
九･

一
八
前
後
』
（
福
田
書
房
、
一
九
三
五
年
）
。
刊
行
の
経
緯
は
、
奈

良
和
夫･

臼
井
勝
美･

今
井
清
一
「
日
中
戦
争
前
夜
北
平
の
一
日
本
人
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト

―
村
上
知
行
の
小
澤
正
元
宛
て
書
簡
一
九
三
五
～
三
六
」
（
『
近
き
に
在
り
て
』
四

一
号
、
二
〇
〇
二
年
）
、
十
四
頁
に
詳
し
い
。

奈
良
和
夫
「
村
上
知
行
覚
え
書
（
二
）
」
（
『
日
中
芸
術
研
究
』
三
七
号
、
二
〇
〇
二

年
）
に
は
、
中
央
公
論
社
の
木
内
高
音
宛
の
書
簡
が
引
か
れ
て
お
り
、
村
上
知
行
『
北

京
十
年
』
（
中
央
公
論
社
、
一
九
四
二
年
）
も
あ
る
。

中
央
公
論
社
は
、
日
中
戦
争
へ
の
作
家
の
特
派
を
続
け
る
な
ど
、
時
局
へ
の
関
心
が

高
く
、
一
九
三
九
年
に
は
、
六
月
に
大
場
彌
平
『
秋
風
五
丈
原
』
を
出
版
、
『
中
央
公

論
』
九
月
号
に
は
奥
野
信
太
郎
「
三
國
志
演
義
を
中
心
と
し
て
」
（
奥
野
信
太
郎
「
三

國
志
演
義
を
中
心
と
し
て
」
（
『
中
央
公
論
』
一
九
三
九
年
九
月
特
大
號
、
一
九
三
九
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年
）
、
四
五
八
～
四
六
五
頁
。
［
奥
野
信
太
郎
『
隨
筆
北
京
』
（
第
一
書
房
、
一
九
四
〇

年
）
所
収
］
）
を
載
せ
て
い
る
た
め
、
同
年
十
一
月
の
村
上
版
と
併
せ
、
読
者
の
中
国

へ
の
関
心
を
満
た
す
た
め
『
三
国
志
演
義
』
を
活
用
し
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
が
窺

え
る
（
中
央
公
論
社
『
中
央
公
論
社
七
十
年
史
』
（
中
央
公
論
社
、
一
九
五
五
年
）
）
。

（
四
九

）
村
上
版
三
・
十
八
頁
。
ま
た
、
本
文
に
も
毛
宗
崗
本
に
特
徴
的
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
入

っ
て
い
る
。「
關
公
秉
燭
達
旦
」（
同
上
書
一
・
二
九
五
頁
）
、「
曹
操
分
香
割
席
分
坐
」

（
同
上
書
二
・
四
二
一
頁
）
、「
孫
夫
人
投
江
而
死
」（
同
上
書
三
・
十
六
頁
）
。
注
（
二

八
）
参
照
。

（
五
〇

）
「
（
筆
者
注
：
張
角
に
書
を
授
け
た
南
華
老
仙
に
つ
い
て
）
〔
…
〕
例
の
夢
に
栩
々
然

と
し
て
胡
蝶
と
な
つ
た
莊
周
の
こ
と
で
あ
る
が
〔
…
〕（
同
上
書
一
・
二
頁
。
）
」
、「
（
筆

者
注
：
諸
葛
亮
の
雲
梯
に
つ
い
て
）
此
の
衝
車
と
い
ふ
の
は
、
要
所
々
々
に
鐵
を
使

つ
た
攻
城
用
の
戰
車
で
、
タ
ン
ク
の
用
を
な
す
も
の
だ
（
同
上
書
三
・
一
六
四
頁
）
。
」

（
五
一

）
同
上
書
一
・
三
〇
八
頁
。

（
五
二

）
同
上
書
三
・
二
七
三
頁
。

（
五
三

）
同
上
書
一
・
八
四
頁
。

（
五
四

）
同
上
書
二
・
一
〇
九
頁
。

（
五
五

）
「
罾
口
に
入
る
も
の
、
あ
に
よ
く
走
り
出
る
こ
と
を
得
ん
や
（
注
（
五
）
所
掲
書
四

・
二
四
九
頁
）
。
」
、
「
罾
口
に
入
る
も
の
生
き
て
能
く
出
で
ず
―
―
と
い
ふ
語
が
何
か

の
兵
書
に
あ
つ
た
が
、
于
禁
は
正
に
そ
の
死
地
へ
み
づ
か
ら
入
つ
た
も
の
だ
。
見
よ
、

や
が
て
彼
の
七
陣
が
死
相
を
呈
し
て
く
る
に
違
ひ
な
い
か
ら
（
吉
川
版
、
一
九
四
二

年
十
月
九
日
）
」

（
五
六

）
村
上
版
二
・
三
七
八
頁
。

（
五
七

）
同
上
書
一
・
三
七
六
頁
。
他
に
「
『
關
公
、
ち
よ
つ
と
お
止
ま
り
下
さ
い
。
』
／
と
呼

び
か
け
た
者
が
あ
る
。
／
八
十
七
、
赤
兎
馬
偸
ま
れ
ん
と
す
／
そ
れ
は
孫
乾
だ
つ
た

（
同
三
一
八
頁
）
。
」
な
ど
。

（
五
八

）
雄
山
閣
は
「
街
の
歴
史
家
」
と
い
っ
た
人
々
に
人
気
が
あ
り
、
同
社
も
ア
カ
デ
ミ
ズ

ム
を
大
衆
に
理
解
し
て
も
ら
お
う
と
い
う
姿
勢
を
打
ち
出
し
て
い
た
。
笹
川
臨
風
は
、

三
田
村
鳶
魚
と
並
び
人
気
が
高
か
っ
た
（
大
沢
未
知
之
助
編
『
雄
山
閣
八
十
年
』
（
雄

山
閣
出
版
、
一
九
九
七
年
）
、
一
八
〇
～
一
八
一
頁
）
。

（
五
九

）
同
上
書
一
七
七
頁
、
「<

座
談
会>

今
昔
あ
れ
こ
れ

―
旧
社
員
大
い
に
語
る
―
（
志

水
松
太
郎･

湊
元
克
巳･

宇
塚
一
郎･

長
坂
一
雄･

芳
賀
章
内
）
」
［
長
坂
金
雄
『
雄
山
閣

と
共
に
』
（
雄
山
閣
出
版
、
一
九
七
〇
年
）
］
、
付
録
十
八
頁
。

（
六
〇

）
例
え
ば
雄
山
閣
版
一
八
八
頁
、
注
（
五
）
所
掲
書
四
・
二
八
七
～
二
八
八
頁
な
ど
。

（
六
一

）
こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、
毛
宗
崗
本
及
び
村
上
版
に
は
見
ら
れ
な
い
。
竹
内
真
彦
「
泣

か
ず
に
魏
延
を
焼
き
殺
す

―
吉
川
英
治
の
読
ん
だ
三
国
志
」
（
『
ア
ジ
ア
遊
学
』
一
〇

五
号
、
二
〇
〇
七
年
）
、
十
～
十
八
頁
。

（
六
二

）
雄
山
閣
版
五
二
頁
、
村
上
版
一
・
三
一
七
頁
。

（
六
三

）
「
〔
…
〕
か
ゝ
る
戰
亂
の
間
に
い
ろ

〱
話
が
あ
る
。
〔
…
〕
曹
操
は
呂
布
を
滅
ぼ
さ

う
と
、
い
ろ

〱
策
を
施
し
た
（
雄
山
閣
版
三
十
頁
）
。
」
「
こ
れ
よ
り
祁
山
に
出
で
て

戰
ふ
こ
と
五
度
に
及
び
〔
…
〕
そ
の
二
三
を
物
語
ら
う
（
同
二
三
二
頁
）
。
」
な
ど
。

（
六
四

）
同
上
書
一
～
六
頁
。

（
六
五

）
同
上
書
八
七
、
一
五
九
頁
。
徐
庶
の
字
は
そ
の
後
用
い
ら
れ
な
い
。『
三
国
志
演
義
』

で
は
、
字
は
元
直
と
さ
れ
る
。
龐
統
は
そ
の
後
鳳
雛
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

（
六
六

）
弓
館
芳
夫
『
西
遊
記
』
（
第
一
書
房
、
一
九
三
九
年
）
、
弓
館
芳
夫
『
水
滸
傳
』
（
第

一
書
房
、
一
九
四
〇
年
）
。

『
西
遊
記
』
は
、
一
九
二
六
年
一
月
二
六
日
か
ら
五
月
二
七
日
ま
で
東
京
日
日
新
聞

夕
刊
に
連
載
さ
れ
（
毎
日
新
聞
一
三
〇
年
史
刊
行
委
員
会
編
『
「
毎
日
」
の
三
世
紀

―
新
聞
が
見
つ
め
た
激
流
一
三
〇
年
』
（
別
巻
）
（
毎
日
新
聞
社
、
二
〇
〇
二
年
）
、
三

七
八
頁
）
、
そ
の
後
、
改
造
社
の
求
め
に
よ
り
加
筆
、
完
結
さ
せ
た
上
で
、
一
九
三
一

年
二
月
に
「
世
界
大
衆
文
學
全
集
」
の
一
つ
と
し
て
出
版
さ
れ
た
（
弓
館
小
鰐
『
西

遊
記
』
（
世
界
大
衆
文
學
全
集
六
七
巻
、
改
造
社
、
一
九
三
一
年
）
）
。
『
水
滸
傳
』
も

『
西
遊
記
』
同
様
新
聞
連
載
の
再
録
だ
と
さ
れ
る
が
（
高
島
注
（
九
）
書
三
五
三
頁
）
、

毎
日
新
聞
の
連
載
小
説
の
リ
ス
ト
に
は
見
え
ず
、
『
水
滸
傳
』
と
『
三
國
志
』
双
方
が

書
き
下
ろ
し
だ
と
い
う
可
能
性
も
あ
る
。

（
六
七

）
『
通
俗
三
國
志
』
の
独
自
部
分
が
弓
館
版
に
も
見
ら
れ
る
。
「
曹
操
が
一
言
の
内
、
つ

い
に
は
天
下
を
奪
は
ん
と
思
心
あ
り
け
れ
ば
、
千
載
の
後
ま
で
も
こ
の
言
を
聞
て
、
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曹
操
を
疾
ま
ず
と
い
ふ
も
の
な
し
（
注
（
五
）
所
掲
書
一
・
五
四
～
五
五
頁
）
。
」
「
曹

操
が
こ
の
言
動
に
よ
り
後
世
の
人
に
憎
惡
さ
れ
る
に
至
つ
た
の
は
、
蓋
し
當
然
の
事

と
云
は
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
（
弓
館
版
四
三
頁
）
。
」

（
六
八

）
同
上
書
三
六
四
頁
。

（
六
九

）
同
上
書
一
九
〇
、
三
二
三
頁
。

（
七
〇

）
同
上
書
二
二
八
頁
。

（
七
一

）
同
上
書
一
六
四
頁
。

（
七
二

）
同
上
書
八
五
、
一
七
七
、
二
五
七
頁
。
同
三
一
一
頁
で
は
、
「
越
褌
」
と
省
略
さ
れ

て
い
る
。

（
七
三

）
同
上
書
七
五
、
一
一
九
頁
。

（
七
四

）
同
上
書
二
一
八
頁
。

（
七
五

）
同
上
書
九
四
、
二
〇
八
頁
。

（
七
六

）
同
上
書
二
八
二
、
三
〇
一
頁
。

（
七
七

）
弓
館
版
で
は
、
作
中
で
発
話
す
る
主
体
を
「
譯
者
」
と
す
る
（
同
上
書
三
五
〇
頁
）
。

（
七
八

）
同
上
書
一
二
六
、
三
四
三
頁
。

（
七
九

）
同
上
書
一
四
四
頁
。

（
八
〇

）
同
上
書
二
二
四
、
二
二
六
頁
。

（
八
一

）
赤
壁
の
戦
い
で
諸
葛
亮
や
龐
統
が
活
躍
し
な
い
こ
と
、
華
容
道
で
は
孫
権
の
兵
が
曹

操
を
追
っ
た
こ
と
な
ど
に
顕
著
で
あ
る
（
注
（
二
三

）
大
場
『
秋
風
五
丈
原
』
一
二
一

～
一
二
八
頁
）
。

（
八
二

）
田
中
久
『
兵
法
三
國
志
』（
新
正
堂
、
一
九
四
二
年
）
、
一
～
四
頁
。『
三
国
志
演
義
』

な
ど
か
ら
「
俗
説
」
も
採
り
上
げ
て
い
る
。

（
八
三

）
注
（
四
六

）
所
掲
拙
稿
参
照
。
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